




まえがき 
 東日本大震災とそれにともなう原子力発電所の事故から１２年が過ぎまし

た。大熊町民は、全町避難となりましたが、平成２３年４月に熊町幼稚園、

大野幼稚園、熊町小学校、大野小学校、大熊中学校を会津若松市で再開しま

した。そして、全町避難から１１年が過ぎた令和４年４月には熊町小学校、

大野小学校、大熊中学校を統合し、義務教育学校「学び舎ゆめの森」を開校

しました。令和５年４月には「学び舎ゆめの森」が大川原地区に戻り、認定

こども園の開園とともに大熊町内で再開します。 

 大熊町では、以前から読書活動やふるさと教育に力を入れて取り組んでい

ましたが、現在、ＡＩを活用した教科学習や社会的課題の解決に向けた探究

的な学習の充実など、変化がはげしい時代、みなさんが自分の未来を切りひ

らいていくことができる教育を進めています。 

 今回の郷土学習資料集の改訂は、大熊町の歴史や土地の様子、産業に加え、

原子力発電所の事故後の町の復興の様子についてものせています。 

 みなさんが学校の授業で使用するだけでなく、現在の大熊町の課題やこれ

からの大熊町の未来を考える参考資料としても活用してほしいと思います。

この資料集は、いつでも、だれでも活用することができるように町のホーム

ページにものせています。 

 一人一人の多様な幸せと社会全体の幸せの実現が求められる時代に、この

大熊町、福島県、日本、世界がどのような姿になればよいかを考え、その実

現に向けて行動できる人に大きく成長してくれることを願いまえがきといた

します。 

令和５年３月  

大熊町教育委員会教育長職務代理者 松岡 保夫 
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１ わたしたちの町  大熊町 
(１)町章とその由来 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
(２)大熊町の花、木、鳥（福島教育情報

じょうほう

データベースより） 

◎町の花  梨
なし

（昭和
しょうわ

５９年１１月１日制定
せいてい

）  ◎町の木  樅
もみ

（昭和４８年４月１日制定） 

 
 
 
 
 
 
◎町の鳥  鳶

とび

（昭和５９年１１月１日制定） 

     
 
 
 
 
 

 

中央に飛躍的
ひやくてき

発展
はってん

を「大」の文字で 表 現
ひょうげん

し、上部に「く」、下部に「マ」の文字を図案化
ず あ ん か

し、「大熊」としました。円形は平和
へ い わ

を表し、

翼 型
つばさがた

は、産 業
さんぎょう

文化
ぶ ん か

の発展
はってん

と飛躍
ひ や く

を表現し

ました。（昭和 44 年 11 月１日制定） 

これからの復興
ふ っ こ う

を願う

大熊町にぴったりの町

章だね。 
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(３)大熊町の位置 

   大熊町は、福島県
ふくしまけん

浜通りの地方の中心に位置し、東は太平洋
たいへいよう

、西はあぶ

くま高地に囲
かこ

まれた町です。 

   気候
き こ う

は、夏はすずしく、冬は比
ひ

かく的
てき

温暖
おんだん

で、年間
ねんかん

降水量
こうすいりょう

も 1200ミリ前後
ぜ ん ご

でほとんど雪は降
ふ

りません。 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

わたしたちの大熊町は

どのような町かな？ 

【太平洋】 

馬の背
せ

と太平洋 

【あぶくま高地】 

田園
でんえん

風景
ふうけい

とあぶくま高地 



(４)大熊町の土地のようす 

①大熊町の土地利用 

（震災前） 

 
 
 

 

（現在） 
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わたしたちの大熊町は

どのような町かな？ 

【太平洋】 

馬の背
せ

と太平洋 

【あぶくま高地】 

田園
でんえん

風景
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国道 288 号線

JR 大野駅

熊川

大川原川

常
磐
自
動
車
道

中間貯蔵施設

東京電力
福島第一原子力発電所

河川

主な道路特定復興再生拠点区域

立入禁止解禁区域

立入禁止区域

中間貯蔵施設

原子力発電所

立ち入ることができる区域

立ち入ることができない区域

国道

高速道路

鉄道

役場

学校

郵便局

大熊町役場 学び舎 ゆめの森
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(５)大熊町の人口の変化 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
●グラフを見て、気付

き づ

いたことを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

●現在
げんざい

の大熊町の人口を調
しら

べてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

②学校のまわりのようす 
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２  原子力発電所事故のようす 

(１) 大熊町
おおくままち

の原子力

げんしりょく

発電所

はつでんしょ

～東京電力福島
ふくしま

第一
だいいち

原子力発電所～ 

 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《東京電力 HPより》 

大熊町には、となりの双葉町
ふ た ばま ち

とにまたがって昭和４６年から運転
うんてん

開始
か い し

された原子力発電所があります。平成２３年３月１１日の東日

本大震災によって、事故が起
お

きました。それまでは、そこでつくら

れた電気は４０年間にわたり関東
かんとう

地方へ送られ、各家庭
か く か て い

や会社、工

場などで利用されていました。 

大熊町では、多くの人がこの原子力発電所で仕事をしたり、原子力発電

所に関係
かんけい

する会社で仕事をしたりしていました。 

（２）事故の影響
えいきょう

 

① 事故によりすべての町民
ちょうみん

が避難
ひ な ん

 

福島第一原子力発電所の事故によって、私たちは避 

難をしなければならなくなりました。（平成
へいせい

２３年３月１２日） 

大熊町役場と幼稚園
よ う ちえ ん

、小・中学校は、約１００km 

西に離
はな

れた会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

へ移
うつ

しました。１２年たった今 

でも、震災
しんさい

当時の町民の多くが県内外で生活を送って 

います。（令和
れ い わ

５年３月） 

関東
かんとう

地方の生活を

支
ささ

える電気を作っ

ていたんだね。 

事故
じ こ

前の原子力発電所 

事故後の原子力発電所 

２号機
き

原子
げ ん し

炉
ろ

建屋
た て や

（山側） 

（平成２３年４月１０日撮影
さつえい

） 
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【大熊町避難直後の状 況
じょうきょう

】（平成２３年３月１１日～） 

3/11 14:46 東日本大震災
しんさい

発生 

夜  原発から３km圏内
けんない

避難指示
し じ

 

 3/25 会津若松市に町役
やく

場と幼稚園、

小・中学校を受
う

け入れてもらう

ことを決定
けってい

 3/12 全町避難（田村市へ一次避難） 

朝  原発から 10km 圏内避難指示 

福島第一原発１号機
ご う き

水素
す い そ

爆発
ばくはつ

 

夜  原発から 20km 圏内避難指示 

 

 3/26～ 役場・学校立ち上げの準備
じゅんび

 

 4/3 ～ 

4/4 

会津若松市へ町民二次避難 

3/14 福島第一原発３号機水素爆発  4/16 幼稚園、小・中学校 

合同入園・入学式 

3/21 小学校６年生の卒業
そつぎょう

を祝う会 

（田村市） 

 4/19 新学期
き

（一学期）スタート 

 

【県内外の居住
きょじゅう

・避難者数】（令和４年１０月１日現在
げんざい

）                          （人） 

北海道 35 埼玉県 349 岐阜県 4 鳥取県 0 佐賀県 4 

青森県 16 千葉県 251 静岡県 11 島根県 0 長崎県 0 

岩手県 3 東京都 233 愛知県 5 岡山県 2 熊本県 2 

宮城県 188 神奈川県 146 三重県 5 広島県 0 大分県 6 

秋田県 15 新潟県 149 滋賀県 0 山口県 2 宮崎県 26 

山形県 34 富山県 4 京都府 8 徳島県 0 鹿児島県 1 

福島県 7755 石川県 12 大阪府 16 香川県 0 沖縄県 8 

茨城県 442 福井県 5 兵庫県 6 愛媛県 1 海外 1 

栃木県 184 山梨県 8 奈良県 0 高知県 0 不明 1 

群馬県 68 長野県 7 和歌山県 3 福岡県 20 計 １００３６ 

 

【福島県内の居住・避難者数】（令和４年１０月１日現在）                          （人） 

福島市 192 本宮市 45 西会津町 0 中島村 0 小野町 10 

会津若松市 536 桑折町 0 磐梯町 6 矢吹町 17 広野町 54 

郡山市 1005 国見町 2 猪苗代町 6 棚倉町 1 楢葉町 43 

いわき市 4501 川俣町 0 会津坂下町 13 矢祭町 0 富岡町 27 

白河市 54 大玉村 10 湯川村 3 塙町 1 川内村 11 

須賀川市 99 鏡石町 10 柳津町 0 鮫川村 6 大熊町 395 

喜多方市 38 天栄村 0 三島町 0 石川町 3 双葉町 0 

相馬市 100 下郷町 0 金山町 0 玉川村 3 浪江町 7 

二本松市 31 檜枝岐村 0 昭和村 0 平田村 4 葛尾村 3 

田村市 52 只見町 0 会津美里町 19 浅川町 0 新地町 32 

南相馬市 271 南会津町 0 西郷村 18 古殿町 6 飯舘村 0 

伊達市 9 北塩原村 0 泉崎村 18 三春町 64 計 7755 

２  原子力発電所事故のようす 

(１) 大熊町
おおくままち

の原子力

げんしりょく

発電所

はつでんしょ

～東京電力福島
ふくしま

第一
だいいち

原子力発電所～ 

 
  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《東京電力 HPより》 

大熊町には、となりの双葉町
ふ た ばま ち

とにまたがって昭和４６年から運転
うんてん

開始
か い し

された原子力発電所があります。平成２３年３月１１日の東日

本大震災によって、事故が起
お

きました。それまでは、そこでつくら

れた電気は４０年間にわたり関東
かんとう

地方へ送られ、各家庭
か く か て い

や会社、工

場などで利用されていました。 

大熊町では、多くの人がこの原子力発電所で仕事をしたり、原子力発電

所に関係
かんけい

する会社で仕事をしたりしていました。 

（２）事故の影響
えいきょう

 

① 事故によりすべての町民
ちょうみん

が避難
ひ な ん

 

福島第一原子力発電所の事故によって、私たちは避 

難をしなければならなくなりました。（平成
へいせい

２３年３月１２日） 

大熊町役場と幼稚園
よ う ちえ ん

、小・中学校は、約１００km 

西に離
はな

れた会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

へ移
うつ

しました。１２年たった今 

でも、震災
しんさい

当時の町民の多くが県内外で生活を送って 

います。（令和
れ い わ

５年３月） 

関東
かんとう

地方の生活を

支
ささ

える電気を作っ

ていたんだね。 

事故
じ こ

前の原子力発電所 

事故後の原子力発電所 

２号機
き

原子
げ ん し

炉
ろ

建屋
た て や

（山側） 

（平成２３年４月１０日撮影
さつえい

） 



8

わ
た
し
た
ち
の
町

大
熊
町

原
子
力
発
電
所

事
故
の
よ
う
す

避
難
先
に
あ
る

大
熊
町
の
し
せ
つ

原
発
事
故
前
の
豊
か
な

自
然
を
活
用
し
た
大
熊

町
の
農
業
、
水
産
業

大
熊
町
の
歴
史

大
熊
町
の
文
化
財
や

伝
統
行
事

き
ょ
う
土
を
開
く

大
熊
町
小
・
中
学
校

の
歴
史

こ
れ
か
ら
の
大
熊
町

資　
　
　

料

１

２

３

４

５

６

７

８

９

② 空気の汚染
お せ ん

 

福島第一原子力発電所の事故により、放射性
ほうしゃせい

物質
ぶっしつ

が大気中
たいきちゅう

に放出
ほうしゅつ

されました。その際
さい

に、

放射性ヨウ素
そ

や放射性セシウムが放出されました。 

  福島県をはじめ関東
かんとう

地域
ち い き

の放射
ほうしゃ

線量
せんりょう

は、事故直後から数日の間にピークを示しました。

年月の経過
け い か

に伴
ともな

い、放射線量は下がってきています。 

【平成２３年５月６日】                     【令和３年１０月２５日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《原子力規制委員会ＨＰ》 

 

③ 海の汚染 

  事故
じ こ

により、放射性
ほうしゃせい

物質
ぶっしつ

に汚染された水が、海に流れ出ました。それにより、漁 業
ぎょぎょう

等は制限
せいげん

され、出荷
しゅっか

ができませんでした。 

 現在（令和４年）は、漁港
ぎょこう

や漁船
ぎょせん

など漁業生産
せいさん

基盤
きばん

の復 旧
ふっきゅう

が進み、漁 協
ぎょきょう

の自主検査
けんさ

等により安全に県産水産物 を出荷
しゅっか

できるようになりました。 

 
 
 
 

《福島県
ふくしまけん

漁 業
ぎょぎょう

協 同
きょうどう

組合
くみあい

連合会
れんごうかい

HP》 
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３ 避難先にある大熊町のしせつ 

 

大熊町役場会津若松出
しゅっ

張
ちょう

所
じょ

（会津若松市） 

（町
まち

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

も入っています） 

 

大熊町役場いわき出 張 所
しゅっちょうじょ

（いわき市） 

（町
まち

商工会
しょうこうかい

や町
まち

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

も入っています） 

 

大熊町役場中通り連絡事務所（郡山市） 

（町
まち

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

も入っています） 

 

② 空気の汚染
お せ ん

 

福島第一原子力発電所の事故により、放射性
ほうしゃせい

物質
ぶっしつ

が大気中
たいきちゅう

に放出
ほうしゅつ

されました。その際
さい

に、

放射性ヨウ素
そ

や放射性セシウムが放出されました。 

  福島県をはじめ関東
かんとう

地域
ち い き

の放射
ほうしゃ

線量
せんりょう

は、事故直後から数日の間にピークを示しました。

年月の経過
け い か

に伴
ともな

い、放射線量は下がってきています。 

【平成２３年５月６日】                     【令和３年１０月２５日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《原子力規制委員会ＨＰ》 

 

③ 海の汚染 

  事故
じ こ

により、放射性
ほうしゃせい

物質
ぶっしつ

に汚染された水が、海に流れ出ました。それにより、漁 業
ぎょぎょう

等は制限
せいげん

され、出荷
しゅっか

ができませんでした。 

 現在（令和４年）は、漁港
ぎょこう

や漁船
ぎょせん

など漁業生産
せいさん

基盤
きばん

の復 旧
ふっきゅう

が進み、漁 協
ぎょきょう

の自主検査
けんさ

等により安全に県産水産物 を出荷
しゅっか

できるようになりました。 

 
 
 
 

《福島県
ふくしまけん

漁 業
ぎょぎょう

協 同
きょうどう

組合
くみあい

連合会
れんごうかい

HP》 
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４ 原発事故前の豊かな自然を活用した大熊町の農業、水産業 

（１）農業 

    大熊町では、なし作りがさかんにおこなわれていました。どのように、なし作りが行われ

ていたのか調べてみましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   ふたば農業協同組合より 

 
なしづくりの一年 

月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

 
仕 
 
事 
 

  

・
土
の
か
ん
り 

     

・
し
ゅ
う
か
く 
 

・
防
虫
ネ
ッ
ト 

   

・
て
き
花 

・
じ
ゅ
ふ
ん 

・
て
き
花 

     

・
せ
ん
定 

 
☆どんなことをするのかな？調べてみよう。 

 
せん定 
 
 
てき花 
 
 
じゅふん 
 

 

☆なしを作るために、農家の人たちはどんな工夫
く ふ う

をしているのかな？ 

 

661375

798000

811500

570000

573000

0 100000200000300000400000500000600000700000800000900000

平成２２年

平成２１年

平成２０年

平成１９年

平成１８年

なしの概算生産量（単位：㎏）
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【なしが出荷
しゅっか

されるまで】 

 
 
 
 
 
 
 
     【収穫】       【選果場に集められる】     【大きさごとに選別】 

 
 
 
 
   
 
 
 
 
                    【出荷】           【箱詰め】 

 
 
 

☆なしにはどのような種類
しゅるい

があるのかな？ 

 

 
☆大熊のなしを今でも作り続けている方の話を聞いてみよう。 

 

  

～なし農家の方のお話～ 

大熊町のなしづくりは１４０

年もの歴史があります。町を離

れてみて、あらためて大熊町の

なしのおいしさに気づきまし

た。みなさんには大熊町では、

なしづくりが盛んにおこなわれ

ていたということを忘れないで

いてほしいです。 

（平成２５年１１月談） 
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（２）水産業 

    熊川にはサケのやなばがあり、毎年１０月中 旬
ちゅうじゅん

から１２月上 旬
じょうじゅん

まで、サケ漁をおこな

っていました。サケの産卵
さんらん

・人工
じんこう

ふ化などをおこない、ち魚
ぎょ

を川に放
はな

したりしました。 

    熊川のサケ漁（秋に熊川に帰ってくる鮭
さけ

）の群れはみごとで、あみ引きにはよろこびの声 

があがりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                 熊川漁業協同組合より 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

60991

90688

73811

69952

62716

0 10000 20000 30000 40000 50000 60000 70000 80000 90000 100000

平成２２年

平成２１年

平成２０年

平成１９年

平成１８年

熊川のサケの漁獲量（単位：㎏）

 熊川漁業協同組合の方のお話 
これまでに 600 万匹の稚魚

ち ぎ ょ

を放流
ほうりゅう

しました。わ

ずか１g だった稚魚
ち ぎ ょ

が４年後、４～５㎏になって

熊川に戻ってきます。震災
しんさい

後、熊川の様子を見に

いきましたが、今までにないくらい多くのサケが

戻ってきていました。漁
りょう

ができず、さみしく思い

ます。ぜひ若い人たちにサケ漁を復活
ふっかつ

させてほし

いです。（平成２５年１１月談） 
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サケの一生 
    サケは北の海の魚で、冷たくて、きれいな水が好きです。その一生は、川で生まれ、海で

大きくなって、卵を産むために、ふたたび生まれた川へ帰ってくるという、ほかの魚にはみ

られない習性があります。 
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５ 大熊町の歴史
れ き し

 
  ○ 大熊町には、12,000 年も前から人が住んでいたんだね。 

    ○ 「かしこい人は歴史から学びます。」（ドイツのビスマルクのことば） 

 

西 暦
せいれき

など 

 

年代
ねんだい

など 

 

大熊の主
おも

なできごと 

 

日本の主なできごとなど 

 

1万2千年以上前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧石器
きゅうせっき

時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・打
う

ち欠
か

いただけの石器
せ っ き

を用いて山野
さ ん や

に生息
せいそく

していた大型
おおがた

獣
じゅう

(ナウ

マンゾウやオオツノジカ)の狩猟
しゅりょう

をしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1万2千年前ごろ 

～2300年前ごろ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縄文
じょうもん

時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・このころ、…クリ、クルミ、トチ、ドングリなどの木の実
み

やヤマ

イモなどを採取
さいしゅ

したり、ニホンジカやイノシシを狩猟した 

り海や川で魚や貝を獲
と

って暮
く

らしていた。狩猟の道具
ど う ぐ

として弓矢、

食べ物を煮
に

るために土器
ど き

を使用
し よ う

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2400年前ごろ 

～1700年前ごろ 

 

 

 

 

 

 

弥生
や よ い

時代 

 

 

 

 

 

 

  

・このころ、稲作
いなさく

が始
はじ

まり、石
いし

包丁
ぼうちょう

を用いて稲穂
い な ほ

を収穫
しゅうかく

した。 

 

 

・弥生土器が落合
おちあい

遺跡（熊
くま

字 旭
あさひ

台
だい

）、道
どう

平
だいら

遺跡（大川原
おおがわら

字西 平
にしだいら

）

、北原
きたはら

日向
ひ な た

遺跡（小入野
こ い り の

字 東 平
ひがしだいら

）などから出土している。 

 

 

   

  

 

大熊町の砂
すな

出
だし

遺跡（野上
の が み

字

湯
ゆ

ノ神
かみ

）から出土した縄文

土器
ど き

です。 

大熊町教育委員会所蔵 

大熊町の北台
きただい

遺跡か

ら出土した石包丁で

す。大熊町教育委員会所蔵 

大熊町の南金谷
みなみかなや

遺跡
い せ き

（野上
のがみ

字
あざ

清水
しみず

）から出土
しゅつど

した

尖頭器
せ ん と う き

です。 

大熊町教育委員会所蔵 
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２

３

４

５

６

７

８

９

 

300年ごろ 

 ～700年ごろ 

 

 

 

 

 

 

 

     ５９３年 

      ６４５年 

      ７０１年 

 

古墳
こ ふ ん

時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

飛鳥
あ す か

時代 

 

  

・この頃
ころ

大和
や ま と

王権
おうけん

が九 州
きゅうしゅう

から東北
とうほく

南部
な ん ぶ

までを統
とう

一
いつ

した。 

・天皇
てんのう

や力を持った豪族
ごうぞく

の大きな墓
はか

(古墳
こ ふ ん

)が多くつくられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大熊町の主
おも

な古墳 

 熊川
くまがわ

古墳(熊川字古館
こだて

) 

 熊
くま

ノ沢
さわ

古墳(夫 沢
おっとざわ

字長 者 原
ちょうじゃはら

) 

 地極沢
じ ご く ざ わ

古墳(小良浜
お ら は ま

字高 平
たかだいら

) 

 

会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

の主な古墳 

 会津
あ い づ

大塚山
おおつかやま

古墳(一箕
いっき

町
まち

) 

  …卑弥呼
ひ み こ

の鏡
かがみ

といわれる 

   三角
さんかく

縁
えん

神
しん

獣
じゅう

鏡
きょう

が出土 

 

 

 

 

 

 

 

   

 ・聖徳太子
しょうとくたいし

が政治
せ い じ

を行う。 

・大化
た い か

の改新
かいしん

が始まる。 

・大宝
たいほう

律令
りつりょう

が制定
せいてい

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ７１０年 

   ７１２年 

      ７２０年 

   ７２４年 

 

 

奈良
な ら

時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平城
へいじょう

京
きょう

(奈良)に都
みやこ

をうつす。 

・｢古事記
こ じ き

｣ができる。 

・｢日本
に ほ ん

書紀
し ょ き

｣ができる。 

・陸奥国
む つ の く に

に多賀城
た が じ ょ う

(今の宮城県
みやぎけん

 

多賀城市
たがじょうし

)を築
きず

く。 

      ７５２年   ・東大寺大仏殿が完成する。 

      ７９４年 

      ８０２年 

 

 

 

平安
へいあん

時代  ・平安
へいあん

京
きょう

(京都)に都をうつす。 

・征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

の坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

が 

胆沢
い さ わ

城
じょう

(今の岩手県
いわてけん

奥州市
おうしゅうし

)を築 

く。 

・この頃、｢万葉集
まんようしゅう

｣ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大熊町の板付
いたづき

観音
かんのん

の伝説
でんせつ

             

 その昔、坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

の馬が谷底
たにぞこ

に落
お

ち

て死
し

んでから以後
い ご

、馬をひいてそこを通る

と谷底から悲
かな

しげな泣
な

き声がし、馬が谷底

に転
ころ

げ落ちて死んでしまうことが続
つづ

いた

ので供養
く よ う

のために観音
かんのん

様
さま

を祀
まつ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ８９４年 

      ９３５年 

・遣唐使
け ん と う し

を廃止
は い し

する。 

・平 将 門
たいらのまさかど

の乱
らん

が起
お

こる。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 福島県
ふくしまけん

(浜
はま

通
どお

り)にまつわる万葉集
まんようしゅう

の歌
うた

 

 ｢陸奥
みちのく

の 真野
ま の

の草原
かやはら

 遠
とお

けども 面影
おもかげ

にして 見
み

ゆといふものを｣（南相馬市
みなみそうまし

真野
ま の

） 

 ｢松
まつ

が浦
うら

に 騒
さわ

ゑ
え

群
うら

立
た

ち 真人言
ま ひ と ご と

 思
おも

ほすなもろ わが思
も

ほのすも｣(相馬
そ う ま

市
し

松川浦
まつかわうら

) 

 ｢沼
ぬま

二
ふた

つ 通
かよ

は鳥
とり

が巣
す

 吾
あ

が心
こころ

 二
ふた

つ行
ゆ

くなもと なよ思
も

はりそね｣(広野町
ひ ろ の ま ち

二
ふた

つ沼
ぬま

) 

 ｢ひた潟
がた

の 磯
いそ

の和布
わ か め

の 立
た

ち乱
みだ

え 吾
わ

をか待
ま

つなも 昨夜
き ぞ

も今夜
こ よ い

も｣(いわき市久
ひさ

ノ浜
はま

) 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

    １０８６年 

    １１６７年 

・白河
しらかわ

上皇
じょうこう

の院政
いんせい

が始まる。 

・平 清 盛
たいらのきよもり

が、太政
だじょう

大臣
だいじん

となる。 

 

こ
の
頃
の
東
北
地
方
に
は
、

陸
奧
国

む
つ
の
く
に

と
出
羽
国

で
わ
の
く
に

の
２
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
当
時
の
大
熊
は
、
陸
奧
国

で
す
。 

５ 大熊町の歴史
れ き し

 
  ○ 大熊町には、12,000 年も前から人が住んでいたんだね。 

    ○ 「かしこい人は歴史から学びます。」（ドイツのビスマルクのことば） 

 

西 暦
せいれき

など 

 

年代
ねんだい

など 

 

大熊の主
おも

なできごと 

 

日本の主なできごとなど 

 

1万2千年以上前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧石器
きゅうせっき

時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・打
う

ち欠
か

いただけの石器
せ っ き

を用いて山野
さ ん や

に生息
せいそく

していた大型
おおがた

獣
じゅう

(ナウ

マンゾウやオオツノジカ)の狩猟
しゅりょう

をしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1万2千年前ごろ 

～2300年前ごろ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縄文
じょうもん

時代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・このころ、…クリ、クルミ、トチ、ドングリなどの木の実
み

やヤマ

イモなどを採取
さいしゅ

したり、ニホンジカやイノシシを狩猟した 

り海や川で魚や貝を獲
と

って暮
く

らしていた。狩猟の道具
ど う ぐ

として弓矢、

食べ物を煮
に

るために土器
ど き

を使用
し よ う

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2400年前ごろ 

～1700年前ごろ 

 

 

 

 

 

 

弥生
や よ い

時代 

 

 

 

 

 

 

  

・このころ、稲作
いなさく

が始
はじ

まり、石
いし

包丁
ぼうちょう

を用いて稲穂
い な ほ

を収穫
しゅうかく

した。 

 

 

・弥生土器が落合
おちあい

遺跡（熊
くま

字 旭
あさひ

台
だい

）、道
どう

平
だいら

遺跡（大川原
おおがわら

字西 平
にしだいら

）

、北原
きたはら

日向
ひ な た

遺跡（小入野
こ い り の

字 東 平
ひがしだいら

）などから出土している。 

 

 

   

  

 

大熊町の砂
すな

出
だし

遺跡（野上
の が み

字

湯
ゆ

ノ神
かみ

）から出土した縄文

土器
ど き

です。 

大熊町教育委員会所蔵 

大熊町の北台
きただい

遺跡か

ら出土した石包丁で

す。大熊町教育委員会所蔵 

大熊町の南金谷
みなみかなや

遺跡
い せ き

（野上
のがみ

字
あざ

清水
しみず

）から出土
しゅつど

した

尖頭器
せ ん と う き

です。 

大熊町教育委員会所蔵 
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料

１

２

３

４

５

６

７

８

９

 

 

 

 

 

 

奥州
おうしゅう

(今の東北地方)の伊達政宗が

豊臣秀吉の家臣
か し ん

となる。(豊臣秀

吉の全国
ぜんこく

統一
とういつ

) 

    １６００年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相馬氏は、関ヶ原
せ き が は ら

の戦
たたか

いで、

西軍
せいぐん

(豊臣方
とよとみがた

)、東軍
とうぐん

(徳川方
とくがわがた

)どち

ら側
がわ

にも兵
へい

を出さず、その結果
け っ か

、

徳川
とくがわ

家康
いえやす

に領地
りょうち

を取
と

り上げられ

そうになった。 

・関ヶ原の戦いが起こる。 

 

 

 

 

    １６０２年 

 

 

 

 

 

・徳川家康にゆるされて、宇多
う だ

、

行方
なめかた

、標葉
し ね は

の領地の取り上げをま

ぬがれた。 

 

 

 

    １６０３年 

 

江戸
え ど

時代 

 

 

 

・徳川家康が征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

となり

、江戸
え ど

幕府
ば く ふ

を開
ひら

く｡ 

    １６１４年   ・大阪
おおさか

冬
ふゆ

の陣
じん

｡ 

    １６１５年   ・大坂夏
なつ

の陣
じん

。豊臣家
と よ と み け

滅
ほろ

ぶ｡ 

    １６１６年   ・鎖国
さ こ く

始まる｡ 

  １７３２年   ・享保
きょうほう

のききん 

  １７８２年   ・天明
てんめい

のききん 

    １７８３年 

 

 

 

   １７８７年 

  １８３３年 

 

 

 

 

 

・１０月から翌年
よくとし

３月までの相馬

藩
はん

での餓死者
が し し ゃ

は、４,４１６名、

６月になると約８,５００名に

増加
ぞ う か

している。 

 

 

 

 

・寛政
かんせい

の改革
かいかく

(老中
ろうじゅう

:松平定信
まつだいらさだのぶ

) 

・天保
てんぽう

のききん 

 

 

 

 

たび重
かさ

なるききんにより、相馬藩
そ う ま は ん

は、財
ざい

政
せい

難
なん

となり、藩の力はおとろえていった。 

 

 

   

  １８３９年 

 

 

 

    １８４１年 

 

 

 

 

 

・藩の復興
ふっこう

は、二宮
にのみや

尊
そん

徳
とく

の御仕法
ご し ほ う

によるしかないと考えた富田高
と み た こ う

慶
けい

は、苦労
く ろ う

して尊徳の門人
もんじん

となっ

た。 

 

 

 

 

 

・天保
てんぽう

の改革
かいかく

(老中
ろうじゅう

:水野忠邦
みずのただくに

) 

    １８４５年 

  １８５３年 

    １８６０年 

    １８６７年 

 

 

 

 

・相馬藩
そ う ま は ん

の御仕法
ご し ほ う

が始まる。 

 

 

 

 

・ペリーが浦賀
う ら が

に来航
らいこう

する。 

・桜田
さくらだ

門外
もんがい

の変
へん

 

・大政
たいせい

奉還
ほうかん

 

  １８６８年 

 

 

 

 

明治
め い じ

 元年 ・相馬藩は、薩摩藩
さ つ ま は ん

・長 州 藩
ちょうしゅうはん

を

中心とする新政府軍
しんせいふぐん

と戦
たたか

う。 

・戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

が始
はじ

まる。 

 

 

 

戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

…仙台藩
せんだいはん

を中心
ちゅうしん

とした東北
とうほく

諸藩
しょはん

は新政府軍
しんせいふぐん

に対
たい

し、４月２０日

奥羽
お う う

越
えつ

列藩
れっぱん

同盟
どうめい

を結
むす

んで反抗
こう

した。 

 ６月１５日…新政府軍が平潟港
ひらかたこう

に上陸
じょうりく

 ８月４日…相馬藩
そ う ま は ん

降伏
こうふく

 

 

 

 

    １１８５年 

    １１８９年 

 

鎌倉
かまくら

時代  ・源 頼 朝
みなもとのよりとも

が守護
し ゅ ご

･地頭
じ と う

をおく。 

・源頼朝が奥州
おうしゅう

の藤原
ふじわら

氏
し

を討
う

つ｡ 

(奥州
おうしゅう

合戦
かっせん

) 

 

 

 

福島県浜通りと奥州
おうしゅう

合戦
かっせん

 

東海道
とうかいどう

進軍
しんぐん

の大将軍
だいしょうぐん

として下総国
しもうさのくに

(今の千葉県
ち ば け ん

)の武士
ぶ し

 千葉
ち ば

常
つね

胤
たね

(奥 州
おうしゅう

相馬
そうま

氏
し

の祖
そ

相馬師常
もろつね

の父)が浜通りを北上
ほくじょう

して多賀城
た が じ ょ う

へ向
む

かった。この常胤は、奥

州合戦で手柄
て が ら

を立
た

て、そのほうびに、浜通り地方
ち ほ う

などの所領
しょりょう

を源 頼 朝
みなもとのよりとも

か

らもらった。常胤の二男
じ な ん

 相馬師常の６代
だい

あとの相馬重胤
しげたね

が、１３２３年、

奥州行方郡
なめかたぐん

(今の南相馬市
みなみそうまし

と飯舘村
いいたてむら

)へ移
うつ

り住
す

んだ。以後
い ご

、相馬氏は、江戸
え ど

時代末
まつ

まで今の相馬双葉
ふ た ば

地方を支配
し は い

する。 

 

  

・鎌倉時代の初
はじ

めごろから、

標葉郡
し ね は ぐ ん

(今の浪江
なみえ

・双葉
ふたば

・大熊
おおくま

・葛尾
かつらお

)を標葉氏
し ね は し

が支配
し は い

する。 

 

 

 

 

１２３２年 

  １２７４年 

 

 

 

 

 

 

・御成敗
ご せ い ば い

式目
しきもく

が制定
せいてい

される｡ 

・文永
ぶんえい

の役
えき

が起
お

こる｡(元寇
げんこう

) 

    １２８１年   ・弘安
こうあん

の役
えき

が起こる｡(元寇)  

    １３３３年 

 

 

 

・このころ、相馬氏が行方郡
なめかたぐん

(今

の南相馬市）に移
うつ

り住
す

む。 

・鎌倉幕府
ば く ふ

が滅
ほろ

びる｡ 

 

 

    １３３８年 

 

 

室町
むろまち

時代 

 

 

・このころから、標葉氏と相馬氏

との争
あらそ

いが始まる。 

 

・足利尊氏
あしかがたかうじ

が征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

となる｡ 

 

    １４６７年 (戦国
せんごく

時代)  ・応仁
おうにん

の乱
らん

が起こる｡ 

    １４９２年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・標葉氏が相馬氏に滅ぼされる。 

・このころから相馬氏が宇多郡
う だ ぐ ん

(

今の相馬・新地
し ん ち

)、行方郡、標葉郡、

楢葉郡
な ら は ぐ ん

(今の富岡
とみおか

・楢葉
な ら は

・広野
ひ ろ の

・川内
かわうち

・いわきの一部
い ち ぶ

)を支配する。 

 

 

 

 

 

    １５４１年 

    １５６０年 

 

 

・相馬氏と伊達
だ て

氏
し

の争いが激
はげ

しく

なる。 

 

・桶
おけ

狭間
は ざ ま

の戦
たたか

いが起こる｡ 

  １５７３年 

 

安土
あ づ ち

桃山
ももやま

時

代 

 

 

・足利
あしかが

義
よし

昭
あき

が織田
お だ

信長
のぶなが

により、

京都
きょうと

を追放
ついほう

される｡ 

  １５７５年   ・長篠
ながしの

の戦
たたか

いが起
お

こる｡ 

    １５８２年   ・本能寺
ほ ん の う じ

の変
へん

が起こる 

  １５８９年 

     

 

 

 

 

・相馬
そ う ま

氏
し

は伊達
だ て

政宗
まさむね

に攻
せ

められ、

駒ヶ峯
こ ま が み ね

城
じょう

・新地城
しんちじょう

が落城
らくじょう

する。 

 

 

 

  １５９０年 

 

 

 

・相馬氏は、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の小田原
お だ わ ら

攻
ぜ

めに参加
さ ん か

した。 

・豊臣秀吉が小田原の北条
ほうじょう

氏
し

を

滅
ほろ

ぼす。 



17

わ
た
し
た
ち
の
町

大
熊
町

原
子
力
発
電
所

事
故
の
よ
う
す

避
難
先
に
あ
る

大
熊
町
の
し
せ
つ

原
発
事
故
前
の
豊
か
な

自
然
を
活
用
し
た
大
熊

町
の
農
業
、
水
産
業

大
熊
町
の
歴
史

大
熊
町
の
文
化
財
や

伝
統
行
事

き
ょ
う
土
を
開
く

大
熊
町
小
・
中
学
校

の
歴
史

こ
れ
か
ら
の
大
熊
町

資　
　
　

料

１

２

３

４

５

６

７

８

９

 

 

 

 

 

 

奥州
おうしゅう

(今の東北地方)の伊達政宗が

豊臣秀吉の家臣
か し ん

となる。(豊臣秀

吉の全国
ぜんこく

統一
とういつ

) 

    １６００年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相馬氏は、関ヶ原
せ き が は ら

の戦
たたか

いで、

西軍
せいぐん

(豊臣方
とよとみがた

)、東軍
とうぐん

(徳川方
とくがわがた

)どち

ら側
がわ

にも兵
へい

を出さず、その結果
け っ か

、

徳川
とくがわ

家康
いえやす

に領地
りょうち

を取
と

り上げられ

そうになった。 

・関ヶ原の戦いが起こる。 

 

 

 

 

    １６０２年 

 

 

 

 

 

・徳川家康にゆるされて、宇多
う だ

、

行方
なめかた

、標葉
し ね は

の領地の取り上げをま

ぬがれた。 

 

 

 

    １６０３年 

 

江戸
え ど

時代 

 

 

 

・徳川家康が征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

となり

、江戸
え ど

幕府
ば く ふ

を開
ひら

く｡ 

    １６１４年   ・大阪
おおさか

冬
ふゆ

の陣
じん

｡ 

    １６１５年   ・大坂夏
なつ

の陣
じん

。豊臣家
と よ と み け

滅
ほろ

ぶ｡ 

    １６１６年   ・鎖国
さ こ く

始まる｡ 

  １７３２年   ・享保
きょうほう

のききん 

  １７８２年   ・天明
てんめい

のききん 

    １７８３年 

 

 

 

   １７８７年 

  １８３３年 

 

 

 

 

 

・１０月から翌年
よくとし

３月までの相馬

藩
はん

での餓死者
が し し ゃ

は、４,４１６名、

６月になると約８,５００名に

増加
ぞ う か

している。 

 

 

 

 

・寛政
かんせい

の改革
かいかく

(老中
ろうじゅう

:松平定信
まつだいらさだのぶ

) 

・天保
てんぽう

のききん 

 

 

 

 

たび重
かさ

なるききんにより、相馬藩
そ う ま は ん

は、財
ざい

政
せい

難
なん

となり、藩の力はおとろえていった。 

 

 

   

  １８３９年 

 

 

 

    １８４１年 

 

 

 

 

 

・藩の復興
ふっこう

は、二宮
にのみや

尊
そん

徳
とく

の御仕法
ご し ほ う

によるしかないと考えた富田高
と み た こ う

慶
けい

は、苦労
く ろ う

して尊徳の門人
もんじん

となっ

た。 

 

 

 

 

 

・天保
てんぽう

の改革
かいかく

(老中
ろうじゅう

:水野忠邦
みずのただくに

) 

    １８４５年 

  １８５３年 

    １８６０年 

    １８６７年 

 

 

 

 

・相馬藩
そ う ま は ん

の御仕法
ご し ほ う

が始まる。 

 

 

 

 

・ペリーが浦賀
う ら が

に来航
らいこう

する。 

・桜田
さくらだ

門外
もんがい

の変
へん

 

・大政
たいせい

奉還
ほうかん

 

  １８６８年 

 

 

 

 

明治
め い じ

 元年 ・相馬藩は、薩摩藩
さ つ ま は ん

・長 州 藩
ちょうしゅうはん

を

中心とする新政府軍
しんせいふぐん

と戦
たたか

う。 

・戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

が始
はじ

まる。 

 

 

 

戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

…仙台藩
せんだいはん

を中心
ちゅうしん

とした東北
とうほく

諸藩
しょはん

は新政府軍
しんせいふぐん

に対
たい

し、４月２０日

奥羽
お う う

越
えつ

列藩
れっぱん

同盟
どうめい

を結
むす

んで反抗
こう

した。 

 ６月１５日…新政府軍が平潟港
ひらかたこう

に上陸
じょうりく

 ８月４日…相馬藩
そ う ま は ん

降伏
こうふく

 

 

 

 

    １１８５年 

    １１８９年 

 

鎌倉
かまくら

時代  ・源 頼 朝
みなもとのよりとも

が守護
し ゅ ご

･地頭
じ と う

をおく。 

・源頼朝が奥州
おうしゅう

の藤原
ふじわら

氏
し

を討
う

つ｡ 

(奥州
おうしゅう

合戦
かっせん

) 

 

 

 

福島県浜通りと奥州
おうしゅう

合戦
かっせん

 

東海道
とうかいどう

進軍
しんぐん

の大将軍
だいしょうぐん

として下総国
しもうさのくに

(今の千葉県
ち ば け ん

)の武士
ぶ し

 千葉
ち ば

常
つね

胤
たね

(奥 州
おうしゅう

相馬
そうま

氏
し

の祖
そ

相馬師常
もろつね

の父)が浜通りを北上
ほくじょう

して多賀城
た が じ ょ う

へ向
む

かった。この常胤は、奥

州合戦で手柄
て が ら

を立
た

て、そのほうびに、浜通り地方
ち ほ う

などの所領
しょりょう

を源 頼 朝
みなもとのよりとも

か

らもらった。常胤の二男
じ な ん

 相馬師常の６代
だい

あとの相馬重胤
しげたね

が、１３２３年、

奥州行方郡
なめかたぐん

(今の南相馬市
みなみそうまし

と飯舘村
いいたてむら

)へ移
うつ

り住
す

んだ。以後
い ご

、相馬氏は、江戸
え ど

時代末
まつ

まで今の相馬双葉
ふ た ば

地方を支配
し は い

する。 

 

  

・鎌倉時代の初
はじ

めごろから、

標葉郡
し ね は ぐ ん

(今の浪江
なみえ

・双葉
ふたば

・大熊
おおくま

・葛尾
かつらお

)を標葉氏
し ね は し

が支配
し は い

する。 

 

 

 

 

１２３２年 

  １２７４年 

 

 

 

 

 

 

・御成敗
ご せ い ば い

式目
しきもく

が制定
せいてい

される｡ 

・文永
ぶんえい

の役
えき

が起
お

こる｡(元寇
げんこう

) 

    １２８１年   ・弘安
こうあん

の役
えき

が起こる｡(元寇)  

    １３３３年 

 

 

 

・このころ、相馬氏が行方郡
なめかたぐん

(今

の南相馬市）に移
うつ

り住
す

む。 

・鎌倉幕府
ば く ふ

が滅
ほろ

びる｡ 

 

 

    １３３８年 

 

 

室町
むろまち

時代 

 

 

・このころから、標葉氏と相馬氏

との争
あらそ

いが始まる。 

 

・足利尊氏
あしかがたかうじ

が征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

となる｡ 

 

    １４６７年 (戦国
せんごく

時代)  ・応仁
おうにん

の乱
らん

が起こる｡ 

    １４９２年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・標葉氏が相馬氏に滅ぼされる。 

・このころから相馬氏が宇多郡
う だ ぐ ん

(

今の相馬・新地
し ん ち

)、行方郡、標葉郡、

楢葉郡
な ら は ぐ ん

(今の富岡
とみおか

・楢葉
な ら は

・広野
ひ ろ の

・川内
かわうち

・いわきの一部
い ち ぶ

)を支配する。 

 

 

 

 

 

    １５４１年 

    １５６０年 

 

 

・相馬氏と伊達
だ て

氏
し

の争いが激
はげ

しく

なる。 

 

・桶
おけ

狭間
は ざ ま

の戦
たたか

いが起こる｡ 

  １５７３年 

 

安土
あ づ ち

桃山
ももやま

時

代 

 

 

・足利
あしかが

義
よし

昭
あき

が織田
お だ

信長
のぶなが

により、

京都
きょうと

を追放
ついほう

される｡ 

  １５７５年   ・長篠
ながしの

の戦
たたか

いが起
お

こる｡ 

    １５８２年   ・本能寺
ほ ん の う じ

の変
へん

が起こる 

  １５８９年 

     

 

 

 

 

・相馬
そ う ま

氏
し

は伊達
だ て

政宗
まさむね

に攻
せ

められ、

駒ヶ峯
こ ま が み ね

城
じょう

・新地城
しんちじょう

が落城
らくじょう

する。 

 

 

 

  １５９０年 

 

 

 

・相馬氏は、豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

の小田原
お だ わ ら

攻
ぜ

めに参加
さ ん か

した。 

・豊臣秀吉が小田原の北条
ほうじょう

氏
し

を

滅
ほろ

ぼす。 
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９

 

 

 １９５４年 

 

昭和２９年 

 

・大野村
お お の む ら

と熊町村
くままちむら

が合併
がっぺい

し、

大熊町
おおくままち

となる。 

 

 

  １９５９年 昭和３４年 ・大熊町果樹選果場
かじゅせんかじょう

ができる。  

  １９６４年 

 

昭和３９年 

 

 

 

・東海道
とうかいどう

新幹線
しんかんせん

開通
かいつう

。東京オリン

ピック開催
かいさい

。 

    

  １９７０年 昭和４５年 ・熊
くま

町
まち

幼稚園
よ う ち え ん

が発足
ほっそく

。 ・日本
に ほ ん

万国
ばんこく

博覧会
はくらんかい

開催 

  １９７１年 

 

昭和４６年 

 

・東京
とうきょう

電力
でんりょく

福島
ふくしま

第一
だいいち

原子力
げんしりょく

発電所
はつでんしょ

一号機
い ち ご う き

の運転
うんてん

を開始
か い し

。 

 

 

 

 

 １９７２年 

 

昭和４７年 

 

・大野
お お の

小学校
しょうがっこう

敷地内
し き ち な い

に大野
お お の

幼稚園
よ う ち え ん

ができる。 

・札幌
さっぽろ

冬季
と う き

オリンピック開催 

 

 

 

 １９７３年 

 

昭和４８年 

 

・熊
くま

町
まち

中学校
ちゅうがっこう

、大野
お お の

中学校が統合
とうごう

され大熊
おおくま

中学校となる。 

 

 

    １９８２年 昭和５７年 ・大野小学校新校舎
しんこうしゃ

が完成
かんせい

。  

  １９９１年 

 

 

平成
へいせい

 ３年 

 

 

・バサースト市
し

と姉妹
し ま い

都市
と し

。 

・熊川
くまがわ

鮭
さけ

ふ化
か

場
じょう

完成
かんせい

。 

・大熊町文化センター完成。 

 

 

 

  １９９６年 

 

 

平成 ８年 

 

 

・ヒラメ養殖
ようしょく

施設
し せ つ

ができる。 

・大熊町図書館・民俗
みんぞく

伝承館
でんしょうかん

が

できる。 

 

 

 

  １９９８年 平成１０年  ・長野冬季
と う き

オリンピック開催 

  ２００３年 平成１５年 ・大野､熊町両
りょう

児童館
じ ど う か ん

ができる。  

  ２０１０年 平成２２年 ・大野小学校図書館ができる。  

  ２０１１年 平成２３年 ・３月11日、東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

発生
はっせい

。

東京電力福島第一原子力発電所

事故
じ こ

発生。 

・３月12日、全町民
ぜんちょうみん

避難
ひ な ん

。 

・４月⒗日、幼
よう

、小
しょう

、中学校
ちゅうがっこう

が

会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

で合同
ごうどう

入学式
にゅうがくしき

。 

・４月19日から授業
じゅぎょう

を再開
さいかい

。 

・東日本大震災発生。東京電力福

島第一原子力発電所事故発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１３年 

 

 

平成２５年 

 

 

・小学校創立
そうりつ

140周年
しゅうねん

、大熊中学

校創立４０周年記念
き ね ん

式典
しきてん

を挙行
きょこう

。 

 

 

 

 

 ２０２２年 

 

令和
れ い わ

４年 

 

・４月１日、義務教育学校「学び

舎 ゆめの森」開校。 

 

 

 

 

 ２０２３年 

 

令和５年 

 

・４月１日、大川原地区で学校を

再開｡（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１３日…平 城
たいらじょう

落城
らくじょう

。       ９月７日…仙台藩降伏 

 ７月２７日…長岡
ながおか

城
じょう

落城。      ９月２２日…会津若松
あいづわかまつ

城
じょう

落城 

 

 

   

  １８７２年 明治 ５年  ・学制
がくせい

公布
こ う ふ

 

 

 

 １８７３年 

 

明治 ６年 

 

・熊川
くまがわ

小学校
しょうがっこう

、大川原
お お が わ ら

小学校が

できる。 

 

 

  １８７４年 

 

明治 ７年 

 

・夫沢
おっとざわ

に熊川小学校の分校
ぶんこう

がで

きる。 

 

 

  １８７７年 

 

明治１０年 

 

 

 

・西南
せいなん

戦争
せんそう

が起
お

こる。 

・東京
とうきょう

大学
だいがく

開設
かいせつ

 

  １８７８年 明治１１年 ・熊川の鮭
さけ

の漁獲量
ぎょかくりょう

７１６本  

  １８８０年 明治１３年 ・佐山村
さ や ま む ら

が熊村
くまむら

に合併
がっぺい

する。  

  １８８５年 

 

明治１８年 

 

 

 

・内閣
ないかく

制度
せ い ど

発足
ほっそく

。伊藤
い と う

博文
ひろぶみ

が初代
しょだい

内閣
ないかく

総理
そ う り

大臣
だいじん

に就任
しゅうにん

 

  １８８９年 

 

 

 

 

 

明治２２年 

 

 

 

 

 

・熊川村､熊村､夫沢村､小入野村
こ い り の む ら

､

小良浜村
お ら は ま む ら

の５つの村が合併して

熊町村
くままちむら

となる。 

・野上村
の が み む ら

、大川原村
おおがわらむら

、下野上村
しものがみむら

の

３つの村が合併して大野村
お お の む ら

とな

る。 

・大日本
だ い に ほ ん

帝国
ていこく

憲法
けんぽう

発布
は っ ぷ

 

・東海道
とうかいどう

線
せん

全線
ぜんせん

開通
かいつう

 

 

 

 

 

  １８９３年 

 

明治２６年 

 

・大野
お お の

尋常
じんじょう

小学校
しょうがっこう

、熊
くま

町
まち

尋常
じんじょう

小学校
しょうがっこう

新築
しんちく

。 

 

 

    １８９４年 明治２７年  ・日清
にっしん

戦争
せんそう

が始まる。 

  １８９６年 

 

明治２９年 

 

・熊
くま

町
まち

受取所
うけとりじょ

を熊
くま

町
まち

郵便局
ゆうびんきょく

と

名前
な ま え

を改
あらた

める。 

 

 

  １９０４年 明治３７年 ・大野駅
お お の え き

ができる。 ・日露
に ち ろ

戦争
せんそう

が始
はじ

まる。 

  １９１２年 明治４５年 ・大野
お お の

郵便局
ゆうびんきょく

新設
しんせつ

。  

  １９１７年 

 

 

大正
たいしょう

 ６年 

 

 

・１０月１日、大暴風雨
だいぼうふうう

により、

熊町村
くままちむら

で全壊
ぜんかい

戸数
こ す う

が４１戸
こ

、

死者数
し し ゃ す う

は大野村
お お の む ら

で４名
めい

にぼる。 

 

 

 

  １９２３年 

 

 

大正１２年 

 

 

・義援
ぎ え ん

米
まい

として熊町村から4万
まん

石
ごく

、

大野村から3万
まん

石
ごく

を関
かん

東
とう

大震災
だいしんさい

の

被災地
ひ さ い ち

東京へ送る。 

・関東
かんとう

大震災
だいしんさい

 

 

 

  １９３５年 

 

昭和
しょうわ

１０年 

 

・大川原
お お が わ ら

、野上
の が み

、下野上
し も の が み

、熊
くま

町
まち

、

夫沢
おっとざわ

に郷倉
ごうそう

を設置
せ っ ち

。 

 

 

  １９３９年 昭和１４年  ・第二次
だ い に じ

世界
せ か い

大戦
たいせん

が始まる。 

  １９４１年 昭和１６年  ・太平洋
たいへいよう

戦争
せんそう

が始まる。 

  １９４６年 昭和２１年  ・日本
に ほ ん

国
こく

憲法
けんぽう

公布
こ う ふ
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 １９５４年 

 

昭和２９年 

 

・大野村
お お の む ら

と熊町村
くままちむら

が合併
がっぺい

し、

大熊町
おおくままち

となる。 

 

 

  １９５９年 昭和３４年 ・大熊町果樹選果場
かじゅせんかじょう

ができる。  

  １９６４年 

 

昭和３９年 

 

 

 

・東海道
とうかいどう

新幹線
しんかんせん

開通
かいつう

。東京オリン

ピック開催
かいさい

。 

    

  １９７０年 昭和４５年 ・熊
くま

町
まち

幼稚園
よ う ち え ん

が発足
ほっそく

。 ・日本
に ほ ん

万国
ばんこく

博覧会
はくらんかい

開催 

  １９７１年 

 

昭和４６年 

 

・東京
とうきょう

電力
でんりょく

福島
ふくしま

第一
だいいち

原子力
げんしりょく

発電所
はつでんしょ

一号機
い ち ご う き

の運転
うんてん

を開始
か い し

。 

 

 

 

 

 １９７２年 

 

昭和４７年 

 

・大野
お お の

小学校
しょうがっこう

敷地内
し き ち な い

に大野
お お の

幼稚園
よ う ち え ん

ができる。 

・札幌
さっぽろ

冬季
と う き

オリンピック開催 

 

 

 

 １９７３年 

 

昭和４８年 

 

・熊
くま

町
まち

中学校
ちゅうがっこう

、大野
お お の

中学校が統合
とうごう

され大熊
おおくま

中学校となる。 

 

 

    １９８２年 昭和５７年 ・大野小学校新校舎
しんこうしゃ

が完成
かんせい

。  

  １９９１年 

 

 

平成
へいせい

 ３年 

 

 

・バサースト市
し

と姉妹
し ま い

都市
と し

。 

・熊川
くまがわ

鮭
さけ

ふ化
か

場
じょう

完成
かんせい

。 

・大熊町文化センター完成。 

 

 

 

  １９９６年 

 

 

平成 ８年 

 

 

・ヒラメ養殖
ようしょく

施設
し せ つ

ができる。 

・大熊町図書館・民俗
みんぞく

伝承館
でんしょうかん

が

できる。 

 

 

 

  １９９８年 平成１０年  ・長野冬季
と う き

オリンピック開催 

  ２００３年 平成１５年 ・大野､熊町両
りょう

児童館
じ ど う か ん

ができる。  

  ２０１０年 平成２２年 ・大野小学校図書館ができる。  

  ２０１１年 平成２３年 ・３月11日、東日本
ひがしにほん

大震災
だいしんさい

発生
はっせい

。

東京電力福島第一原子力発電所

事故
じ こ

発生。 

・３月12日、全町民
ぜんちょうみん

避難
ひ な ん

。 

・４月⒗日、幼
よう

、小
しょう

、中学校
ちゅうがっこう

が

会津若松市
あ い づ わ か ま つ し

で合同
ごうどう

入学式
にゅうがくしき

。 

・４月19日から授業
じゅぎょう

を再開
さいかい

。 

・東日本大震災発生。東京電力福

島第一原子力発電所事故発生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１３年 

 

 

平成２５年 

 

 

・小学校創立
そうりつ

140周年
しゅうねん

、大熊中学

校創立４０周年記念
き ね ん

式典
しきてん

を挙行
きょこう

。 

 

 

 

 

 ２０２２年 

 

令和
れ い わ

４年 

 

・４月１日、義務教育学校「学び

舎 ゆめの森」開校。 

 

 

 

 

 ２０２３年 

 

令和５年 

 

・４月１日、大川原地区で学校を

再開｡（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１３日…平 城
たいらじょう

落城
らくじょう

。       ９月７日…仙台藩降伏 

 ７月２７日…長岡
ながおか

城
じょう

落城。      ９月２２日…会津若松
あいづわかまつ

城
じょう

落城 

 

 

   

  １８７２年 明治 ５年  ・学制
がくせい

公布
こ う ふ

 

 

 

 １８７３年 

 

明治 ６年 

 

・熊川
くまがわ

小学校
しょうがっこう

、大川原
お お が わ ら

小学校が

できる。 

 

 

  １８７４年 

 

明治 ７年 

 

・夫沢
おっとざわ

に熊川小学校の分校
ぶんこう

がで

きる。 

 

 

  １８７７年 

 

明治１０年 

 

 

 

・西南
せいなん

戦争
せんそう

が起
お

こる。 

・東京
とうきょう

大学
だいがく

開設
かいせつ

 

  １８７８年 明治１１年 ・熊川の鮭
さけ

の漁獲量
ぎょかくりょう

７１６本  

  １８８０年 明治１３年 ・佐山村
さ や ま む ら

が熊村
くまむら

に合併
がっぺい

する。  

  １８８５年 

 

明治１８年 

 

 

 

・内閣
ないかく

制度
せ い ど

発足
ほっそく

。伊藤
い と う

博文
ひろぶみ

が初代
しょだい

内閣
ないかく

総理
そ う り

大臣
だいじん

に就任
しゅうにん

 

  １８８９年 

 

 

 

 

 

明治２２年 

 

 

 

 

 

・熊川村､熊村､夫沢村､小入野村
こ い り の む ら

､

小良浜村
お ら は ま む ら

の５つの村が合併して

熊町村
くままちむら

となる。 

・野上村
の が み む ら

、大川原村
おおがわらむら

、下野上村
しものがみむら

の

３つの村が合併して大野村
お お の む ら

とな

る。 

・大日本
だ い に ほ ん

帝国
ていこく

憲法
けんぽう

発布
は っ ぷ

 

・東海道
とうかいどう

線
せん

全線
ぜんせん

開通
かいつう

 

 

 

 

 

  １８９３年 

 

明治２６年 

 

・大野
お お の

尋常
じんじょう

小学校
しょうがっこう

、熊
くま

町
まち

尋常
じんじょう

小学校
しょうがっこう

新築
しんちく

。 

 

 

    １８９４年 明治２７年  ・日清
にっしん

戦争
せんそう

が始まる。 

  １８９６年 

 

明治２９年 

 

・熊
くま

町
まち

受取所
うけとりじょ

を熊
くま

町
まち

郵便局
ゆうびんきょく

と

名前
な ま え

を改
あらた

める。 

 

 

  １９０４年 明治３７年 ・大野駅
お お の え き

ができる。 ・日露
に ち ろ

戦争
せんそう

が始
はじ

まる。 

  １９１２年 明治４５年 ・大野
お お の

郵便局
ゆうびんきょく

新設
しんせつ

。  

  １９１７年 

 

 

大正
たいしょう

 ６年 

 

 

・１０月１日、大暴風雨
だいぼうふうう

により、

熊町村
くままちむら

で全壊
ぜんかい

戸数
こ す う

が４１戸
こ

、

死者数
し し ゃ す う

は大野村
お お の む ら

で４名
めい

にぼる。 

 

 

 

  １９２３年 

 

 

大正１２年 

 

 

・義援
ぎ え ん

米
まい

として熊町村から4万
まん

石
ごく

、

大野村から3万
まん

石
ごく

を関
かん

東
とう

大震災
だいしんさい

の

被災地
ひ さ い ち

東京へ送る。 

・関東
かんとう

大震災
だいしんさい

 

 

 

  １９３５年 

 

昭和
しょうわ

１０年 

 

・大川原
お お が わ ら

、野上
の が み

、下野上
し も の が み

、熊
くま

町
まち

、

夫沢
おっとざわ

に郷倉
ごうそう

を設置
せ っ ち

。 

 

 

  １９３９年 昭和１４年  ・第二次
だ い に じ

世界
せ か い

大戦
たいせん

が始まる。 

  １９４１年 昭和１６年  ・太平洋
たいへいよう

戦争
せんそう

が始まる。 

  １９４６年 昭和２１年  ・日本
に ほ ん

国
こく

憲法
けんぽう

公布
こ う ふ
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６ 大熊町の文化
ぶ ん か

財
ざい

や伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

 
 

 （１）古い家 

   下の写真は、震災
しんさい

前に大熊町にあった「民俗伝承館
みんぞくでんしょうかん

」の中に再現
さいげん

されていた熊
くま

川
がわ

の農家のようすです。家が建てられたのは明治
め い じ

のころですが、中のようすは昭和
しょうわ

 
２０年ごろ（今から 80 年前ごろ）を再現しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いろいろな道具から、みんなの

おじいさんやおばあさんが子ど

もだったころのくらしについて

調べてみよう。 
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（２）古い道具 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽釜(はがま) 

石油ランプ 鉄瓶(てつびん) 

どのように使われて 

いたのかな・・・・？ 

火鉢(ひばち) がんとう 

６ 大熊町の文化
ぶ ん か

財
ざい

や伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

 
 

 （１）古い家 

   下の写真は、震災
しんさい

前に大熊町にあった「民俗伝承館
みんぞくでんしょうかん

」の中に再現
さいげん

されていた熊
くま

川
がわ

の農家のようすです。家が建てられたのは明治
め い じ

のころですが、中のようすは昭和
しょうわ

 
２０年ごろ（今から 80 年前ごろ）を再現しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いろいろな道具から、みんなの

おじいさんやおばあさんが子ど

もだったころのくらしについて

調べてみよう。 
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【農具（のうぐ）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

これらの道具は、何に使

われていたのかな？ 

 

馬耕（ばこう） 

田車（たぐるま） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行火(あんか) 

炭火アイロン 

襦袢(じゅばん) 
もんぺ 

 

たらい 

せ
ん
た
く
板 

こたつ 
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【相馬野馬追
そうまのまおい

】（国
くに

指定
し て い

重要
じゅうよう

無形
む け い

民
みん

俗文化
ぞくぶんか

財
ざい

 Ｓ４８．４．１指定）    

 

 相馬野馬追は、毎年、７月最終週の土、日、月曜日の３日間行われる古い伝統が

ある行事です。大熊町からも、毎年数
すう

騎
き

の騎馬武者
き ば む し ゃ

が甲 冑 姿
かっちゅうすがた

で
さん

参
か

加しています。 

② 
ち い き

地域の
でんとうぎようじ

伝統行事 

 【熊川
くまがわ

稚児
ち ご

鹿
しし

舞
まい

】  （町
まち

指定
し て い

無形
む け い

民
みん

俗文化
ぞくぶんか

財
ざい

 Ｓ４７．４．１指定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 熊川字
み や の う え

宮ノ上の
す わ

諏訪
じんじや

神社に伝わる
し し ま い

獅子舞です。 

 諏訪神社は
くまかわ

熊川の
ちんじゆ

鎮守

とされ、
さい

祭
じつ

日は８月２７日

で、
う じ こ

 氏子の中の長男に限っ

て
ほうのう

奉納されていました。か

つて、熊川が凶
きょう

作
さく

疫
えき

病
びょう

に

おそわれたとき神社に獅

子舞を奉納し、村の 
さいけん

再建

をはかったという言い伝

えがあります。現在
げんざい

も熊川

稚児鹿舞保存
ほ ぞ ん

会が伝承
でんしょう

し

ています。 

 
 【じゃんがら

ねんぶつたいこおどり

念仏太鼓踊り】（町指定無形文化財 Ｓ４８．４．１指定） 

             

 長 者 原
ちょうじゃがはら

 の塞
さい

神社
じんじゃ

で毎

年８月１４日に行われる
ぼ ん

盆
おど

踊り大会後、じゃんがら踊

りが
ひ ろ う

披露されていました。 

  「ジャンガラ」とは打ち

鳴
な

らす
かね

鉦の音からついた
めいしよう

 名称と考えられます。 

 
ばくまつ

幕末 に 相馬常福寺
そうまじょうふくじ

の
じゆうしよく

住 職によってこの
ち

地に

伝えられたたという伝承
でんしょう

があります。現在、保存会

の活動は中止しています。 
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料

１

２

３

４

５

６

７

８

９

【相馬野馬追
そうまのまおい

】（国
くに

指定
し て い

重要
じゅうよう

無形
む け い

民
みん

俗文化
ぞくぶんか

財
ざい

 Ｓ４８．４．１指定）    

 

 相馬野馬追は、毎年、７月最終週の土、日、月曜日の３日間行われる古い伝統が

ある行事です。大熊町からも、毎年数
すう

騎
き

の騎馬武者
き ば む し ゃ

が甲 冑 姿
かっちゅうすがた

で
さん

参
か

加しています。 

② 
ち い き

地域の
でんとうぎようじ

伝統行事 

 【熊川
くまがわ

稚児
ち ご

鹿
しし

舞
まい

】  （町
まち

指定
し て い

無形
む け い

民
みん

俗文化
ぞくぶんか

財
ざい

 Ｓ４７．４．１指定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 熊川字
み や の う え

宮ノ上の
す わ

諏訪
じんじや

神社に伝わる
し し ま い

獅子舞です。 

 諏訪神社は
くまかわ

熊川の
ちんじゆ

鎮守

とされ、
さい

祭
じつ

日は８月２７日

で、
う じ こ

 氏子の中の長男に限っ

て
ほうのう

奉納されていました。か

つて、熊川が凶
きょう

作
さく

疫
えき

病
びょう

に

おそわれたとき神社に獅

子舞を奉納し、村の 
さいけん

再建

をはかったという言い伝

えがあります。現在
げんざい

も熊川

稚児鹿舞保存
ほ ぞ ん

会が伝承
でんしょう

し

ています。 

 
 【じゃんがら

ねんぶつたいこおどり

念仏太鼓踊り】（町指定無形文化財 Ｓ４８．４．１指定） 

             

 長 者 原
ちょうじゃがはら

 の塞
さい

神社
じんじゃ

で毎

年８月１４日に行われる
ぼ ん

盆
おど

踊り大会後、じゃんがら踊

りが
ひ ろ う

披露されていました。 

  「ジャンガラ」とは打ち

鳴
な

らす
かね

鉦の音からついた
めいしよう

 名称と考えられます。 

 
ばくまつ

幕末 に 相馬常福寺
そうまじょうふくじ

の
じゆうしよく

住 職によってこの
ち

地に

伝えられたたという伝承
でんしょう

があります。現在、保存会

の活動は中止しています。 
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町
の
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大
熊
町
の
文
化
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れ
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料

１

２

３

４

５

６

７

８

９

７ きょう土を
ひ ら

開く 
 
（１）助宗

すけそう

の堤
つつみ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

 

 

      小良
お ら

浜
はま

にある助宗の堤 

（双子
ふ た ご

堤で男
おとこ

堤と女
おんな

堤がある。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

助
宗
明
神 

 
 

元
禄

げ

ん

ろ

く

時
代

じ

だ

い

に
相
馬
藩

そ

う

ま

は

ん

は
、
米
蔵

こ
め
ぐ

ら

・
堤つ

つ
み

・
堀ほ

り

な
ど

を
作
っ
て
、
農
業

の
う
ぎ
ょ
う

に
力
を
入
れ
て
い
た
。 

 

 

助
宗

す
け
そ
う

の
父
、
助
惣

す
け
そ
う

は
、
代
官

だ

い
か

ん

と
し
て
三
春
論
山

み

は

る

ろ

ん

ざ

ん

事
件

じ

け

ん

で
活
躍

か

つ
や

く

し
、
五
十
石

ご
じ

ゅ
っ
こ
く

の
加
増

か

ぞ

う

を
受
け
た
。 

 

助
宗
は
、
藩
の
命め

い

に
よ
り
、
相
馬
藩
の
南み

な
み

境ざ
か
い 

小
良
浜

お

ら

は

ま

に
里
人

さ

と
び
と

と
共と

も

に
上
下

二ふ
た

つ
を
ト
ン
ネ
ル
で

繋つ
な

い
だ
立
派

り

っ

ぱ

な
堤
を
造つ

く

り
あ
げ
た
。
そ
の
日
、 

お
城し

ろ

か
ら
来

た
吟
味
役

ぎ

ん

み

や

く

が
工
事

こ

う

じ

の
模
様

も

よ

う

を
聞

い

て
、
工
事
小
屋

ご

や

か
ら
戻も

ど

る
な
り
、 

 

「
こ
ら
、
助
宗
、
こ
の
堤
は
水
を
海
に
注そ

そ

ぐ
た
め  

 

に
造
っ
た
の
か
！
」 

び
っ
く
り
し
た
助
宗
は 

 

「
堤
は
海
に
向
か
っ
て
造
ら
れ
て
あ
り
ま
す
が 

丘お
か

を
一ひ

と

廻ま
わ

り
し
て
数
丁
歩

す

う

ち

ょ
う

ぶ

の
田た

に
水
を
注
ぎ 

ま
す
。
」 

と
説
明

せ

つ
め

い

し
た
が
、
吟
味
役
は 

 

「
不
届

ふ

と

ど

き
至
極

し

ご

く

で
あ
る
。
謹
慎

き
ん
し
ん

し
て
藩
命

は

ん

め
い

を
待ま

て
」 

と
言い

う
な
り
、
供と

も

を
従

し
た
が

え
て
熊く

ま

駅え
き

に
向む

か
っ
て 

去さ

っ
て
行い

っ
た
。 

 

弁
明

べ
ん

め

い

の
余
地

よ

ち

も
与あ

た

え
て
も
ら
え
な
か
っ
た
助

宗

は
、
落
舘

お
ち

だ
て

の
丘

に
立た

っ
て
無
念

む

ね

ん

の
涙

な
み
だ

で
見み

送お
く

っ
た
。

そ
の
夜

、
新
妻

に

い
つ
ま

助
宗

は
責
任

せ
き

に
ん

を
取と

っ
て
時
雨

し

ぐ

れ

の
降ふ

る
堤
の
丘
の
上
で
切
腹

せ

っ
ぷ

く

を
し
て
果は

て
た
。 

 

里

人

は
、
堤

の
丘

の
上

に
小

さ
な
祠ほ

こ
ら

を
建た

て

て
、
助
宗

が
切
腹
し
た
旧き

ゅ
う

正
月

し
ょ
う
が
つ

十
五
日
を
祭
日

さ

い
じ

つ

と
定さ

だ

め
、
永な

が

く
助
宗
の
霊れ

い

を
慰

な
ぐ
さ

め
て
き
た
。 

 

水
は
今
も
田
ん
ぼ
を
潤

う
る
お

し
、
「
助
宗
の
堤
」
、 

祠ほ
こ
ら

は
「
助
宗
明
神

み
ょ
う
じ
ん

」
と
し
て
親し

た

し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

  

『
民

話

苦

麻

川

』
（
一

九

七

三

年

大

熊

町

公

民

館

編

）
を
一

部

改

変 

大きな
つつみ

堤 だね！ 

だれが何のために 

作ったのかな？ 

新妻
にいつま

助宗
すけそう

をまつった助宗明神
みょうじん

 
堤の入り口にある解説板

かいせつばん

 

つつみ
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料

１

２

３

４

５

６

７

８

９

（２）報徳
ほうとく

仕法
し ほ う

と大熊町 

【 富 田 高 慶
と み た こ う け い

】  

 今から２５０年くらい前、
て ん

天
こ う

候が
わ る

悪い日が何年も
つづ

続き、
た

田
は た

畑の
さ く

作
も つ

物がと

れなくなり、人々は食べるものがなくて（
て ん

天
め い

明のききん）
く る

苦しみました。 

 南
し ね

標
は

葉
ご う

郷（現在の大熊町・双葉町）は、相馬
そ う ま

中村
なかむらは ん

藩の南のはしに
い

位
ち

置す

るので、藩の中ではききんの
ひ

被
が い

害はもっとも少なかったものの、
の う

農
さ く

作
ぶつ

物の

とれない中で
ねん

年
ぐ

貢をおさめなければならず、人々は苦しい生活を続けてい

ました。 

   一方そのころ、相馬中村
は ん

藩
し

士の子とし

て生まれた富田高慶
と み た こ う け い

は、
あ

荒れはてた
りょう

領
な い

内

を立て直すため
え

江
ど

戸で
べん

勉
きょう

強 し、
に

二
のみや

宮
そ ん

尊
と く

徳の一番
で

弟
し

子となりました。 

 その後、相馬中村藩にもどった高慶は、

尊徳の教えに
したが

従 って、
りょう

領
な い

内の立て直しを

行いました。 

人々に
せつ

節
や く

約をするなど生活の
し

仕
か た

方を教え

たり、
つつみ

堤 や用水
ろ

路をつくったりして、各

村を
ふ っ

復
こ う

興させていきました。 

 では、大熊町ではどうだったのでしょ

う。 

 大熊町では、熊村がそのおんけいを受

けました。高慶は、熊村に二度おとずれ、
まずし

貧 しいくらしを立て直すために、
の う

農
みん

民や

村
や く

役
に ん

人の人たちに、
ほ う

報
と く

徳
し

仕
ほ う

法の教えを説

きました。 

 
め い

明
じ

治の
じ

時
だ い

代に入り、
ご

御
は っ

法
と

度の
じ っ

実
し

施は
ちゅう

中
と

途で終わりましたが、その
ふ っ

復
こ う

興へ

のえいきょうは大きいものでした。 
                                          （『大熊町史』より） 

 

※  相馬中村藩・・・現在の相馬市、南相馬市（鹿島区・原町区・小高区）、浪江

町、飯舘村、双葉町、大熊町、葛尾村（一部）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   木
も く

造
ぞ う

 富
と み

田
た

高
こ う

慶
け い

坐
ざ

像
ぞ う

 

    (写真提供 南相馬市博物館） 

 
ほ う

報
と く

徳仕
し ほ う

法の教えが、大熊町に大きなえいきょうをあた

えたんだね。 

 今の私たちにできることを、考えてみよう。 
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ひ ら
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（１）助宗

すけそう

の堤
つつみ
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し
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加
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に
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藩
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、
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や
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る
な
り
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こ
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、
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、
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の
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は
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を
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に
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そ
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、
永な

が

く
助
宗
の
霊れ

い

を
慰

な
ぐ
さ

め
て
き
た
。 

 

水
は
今
も
田
ん
ぼ
を
潤

う
る
お

し
、
「
助
宗
の
堤
」
、 

祠ほ
こ
ら

は
「
助
宗
明
神

み
ょ
う
じ
ん

」
と
し
て
親し

た

し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

  

『
民

話

苦

麻

川

』
（
一

九

七

三

年

大

熊

町

公

民

館

編

）
を
一

部

改

変 

大きな
つつみ

堤 だね！ 

だれが何のために 

作ったのかな？ 

新妻
にいつま

助宗
すけそう

をまつった助宗明神
みょうじん

 
堤の入り口にある解説板

かいせつばん
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８ 大熊町小・中学校の歴史
れ き し

 

（１）旧熊町小学校 

 ①校章 

 

 

 

 

 

 

  ② 校歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 旧熊町小の校舎「花と緑が日本一の学校」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 旧熊町小学校の

こうき

校旗 

 
  

熊町城
くままちじょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

     二宮
に の み や

金
き ん

次郎像
じ ろ う ぞ う

 

 （ 会 津 若 松 市 旧 河 東 第 三 小 学 校 ）  

 
にのみや

二宮
き ん

金
じ

次
ろ う

郎は
ゆ う

裕
ふ く

福な
の う

農
か

家の子として、現在の
お

小
だ

田
わ ら

原市（神奈川
か な が わ

県）に生まれ

ました。しかし、
ふ

不
こ う

幸にも両
りょうし ん

親は早くに
な

亡くなり、家はつぶれてしまいました。

金治郎は家を立て
なお

直し、はなればなれになった弟たちと一
いっ

緒
し ょ

にくらすことをの

ぞみ、一
いっ

生
しょうけ ん

懸
めい

命
はたら

働 きました。そしてついに家を立て直すことができました。 

 家の
し

仕
ご と

事をしながら
べん

勉
きよう

強 にはげんだ二宮金次郎は、その後、
に

二
のみや

宮
そ ん

尊
と く

徳と
よ

呼ば

れるようになりました。尊徳は、
の う

農
そ ん

村を立て直すための方法（
ほ う

報
と く

徳仕
し ほ う

法）を考

え、日本
か く

各
ち

地で実
じ っこ う

行にうつしました。 

 

 

  二宮金次郎像の土台
ど だ い

には、 

  「至
し せ い

誠」「
き ん

勤
ろ う

労」「
ぶ ん

分度
ど

」「推譲
すいじょ う

」という 

   四つの教えがきざまれています。 

    どのような意味なのか
し ら

調べてみましょう。 

 

 

避難先の会津若松市

の学校にあったこの

像
ぞう

は、いったいだれだ

ろう？何をした人な

のかな？ 

大熊の学校にもあ

りましたよ。 
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（１）旧熊町小学校 

 ①校章 

 

 

 

 

 

 

  ② 校歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 旧熊町小の校舎「花と緑が日本一の学校」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 旧熊町小学校の

こうき

校旗 

 
  

熊町城
くままちじょう
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  ④ 歴史 

せいれき

西 暦 
われき

和 暦 で き ご と 

１８７３年 

１８７４年 

 

１８７７年 

１８７８年 

１８８７年 

 

１８９３年 

 

 

 

 

 

 

１９４１年 

１９４７年 

 

１９５４年 

 

１９６９年 

１９７０年 

１９７１年 

１９７７年 

１９７８年 

 

１９７９年 

明治 ６年 

明治 ７年 

 

明治１０年 

明治１１年 

明治２０年 

 

明治２６年 

 

 

 

 

 

 

昭和１６年 

昭和２２年 

 

昭和２９年 

 

昭和４４年 

昭和４５年 

昭和４６年 

昭和５２年 

昭和５３年 

 

昭和５４年 

○ ３月、大字熊川遍照寺
へんじょうじ

に熊川小学校を
せつ

設
りつ

立。 

○ 熊川六丁目
ろくちょうめ

に移転
い て ん

する。大字夫沢
おっとざわ

字寺附
てらつき

谷地
や ち

に分校 

を置
お

く。 

○ 夫沢分校を夫沢小学校と
かい

改
しよう

称 する。 

○ 大字熊字 塚
つかの

草
くさ

に移転する。 

○ 夫沢小学校を夫沢
かん

簡
い

易小学校、熊川小学校を熊川 

尋常
じんじょう

小学校と改称。 

○ 両校を
とう

統
ごう

合し、熊町尋常小学校及び夫沢分教場を設置
せ っ ち

 

し、位置を現在(震災前の熊川字緑ヶ丘
みどりがおか

10)に移す。 

 

 

 

 

 

○ 熊町村立国民学校と改称する。 

○ 熊町村立熊町小学校と改称する。熊町村立熊町中学 

 校が、小学校の教室や体育館を間借りして発
ほっそく

足する。 

○ 大野村と熊町村が合
がっぺい

併し、大熊町立熊町小学校と改称 

する。 

○ 校旗、校歌を
せい

制
てい

定する。 

○ 熊町幼稚園を
へい

併
せつ

設する。 

○ 夫沢分校を本校に統合する。 

○ 緑の少年団を結成する。 

○ 県学校環境
かんきょう

緑化
りょっか

コンクール県知事 賞
しょう

、福島民友新聞 

 社長賞受賞。 

○ 全日本学校環境緑化コンクール特選
とくせん

、文部大臣
だいじん

賞・ 

昭和９年ころの校舎 
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１９９０年 

１９９２年 

 

平成 ２年 

平成 ４年 

農林
のうりん

水産
すいさん

大臣
だいじん

賞・日本放送協会
きょうかい

会長賞受賞。 

○ 花いっぱいコンクール特選受賞。 

○ 花いっぱいコンクール県教育長賞受賞。 

１９９６年 平成 ８年 ○ 緑化
すい

推
しん

進運動内閣
ないかく

総理
そ う り

大臣賞 表
ひょうしよう

彰 。 

１９９７年 

２０００年 

 

２００１年 

２００２年 

 

 

２００５年 

２０１１年 

 

 

 

 

平成 ９年 

平成１２年 

 

平成１３年 

平成１４年 

 

 

平成１７年 

平成２３年 

 

 

 

 

○ 花いっぱいコンクール県教育長賞受賞。 

○ 花いっぱいコンクール特選受賞。 

○ 福島県交通安全県民大会優良
ゆうりょう

学校交通安全隊
たい

表彰。 

○ 花いっぱいコンクール県教育長賞受賞。 

○ 花いっぱいコンクール優秀賞受賞。 

○ 東北管区警察局
けいさつきょく

東北交通安全協会交通安全優良校表 

 彰。 

○ 双葉地方緑化
こう

功
ろう

労団体表彰。 

● 東日本大震災・福島第一原子力発電所事故による全 

 町民避難
ひ な ん

。(23.3.11) 

○ 会津若松市河東
かわひがし

町(旧 河東第三小学校)にて大野小 

 学校とともに学校を再開。 

○ 幼・小・中合同入学式実施
じ っ し

。(23.4.16) 

２０１２年 平成２４年 ○ 子ども読書活動文部科学大臣表彰(
ゆう

優
しゆう

秀 実
じっせん

践
こう

校 )。 

 

２０１３年 

２０２２年 

 

 

 

 

平成２５年 

令和 ４年 

 

 

○ 
たか

高
まどの

円
みや

宮
ひ

妃
でん

殿
か

下お
な

成り。 

○ 創立１４０周年記念式典挙
きょこう

行。 

○ ３月、熊町小学校閉校。 

○ ４月、熊町小学校、大野小学校、大熊中学校の３校 

を統合
とうごう

し、義務
ぎ む

教育学校、大熊町立学び舎 ゆめの森 

が開校する。 

 

 

  ④ 歴史 

せいれき

西 暦 
われき

和 暦 で き ご と 

１８７３年 

１８７４年 

 

１８７７年 

１８７８年 

１８８７年 

 

１８９３年 

 

 

 

 

 

 

１９４１年 

１９４７年 

 

１９５４年 

 

１９６９年 

１９７０年 

１９７１年 

１９７７年 

１９７８年 

 

１９７９年 

明治 ６年 

明治 ７年 

 

明治１０年 

明治１１年 

明治２０年 

 

明治２６年 

 

 

 

 

 

 

昭和１６年 

昭和２２年 

 

昭和２９年 

 

昭和４４年 

昭和４５年 

昭和４６年 

昭和５２年 

昭和５３年 

 

昭和５４年 

○ ３月、大字熊川遍照寺
へんじょうじ

に熊川小学校を
せつ

設
りつ

立。 

○ 熊川六丁目
ろくちょうめ

に移転
い て ん

する。大字夫沢
おっとざわ

字寺附
てらつき

谷地
や ち

に分校 

を置
お

く。 

○ 夫沢分校を夫沢小学校と
かい

改
しよう

称 する。 

○ 大字熊字 塚
つかの

草
くさ

に移転する。 

○ 夫沢小学校を夫沢
かん

簡
い

易小学校、熊川小学校を熊川 

尋常
じんじょう

小学校と改称。 

○ 両校を
とう

統
ごう

合し、熊町尋常小学校及び夫沢分教場を設置
せ っ ち

 

し、位置を現在(震災前の熊川字緑ヶ丘
みどりがおか

10)に移す。 

 

 

 

 

 

○ 熊町村立国民学校と改称する。 

○ 熊町村立熊町小学校と改称する。熊町村立熊町中学 

 校が、小学校の教室や体育館を間借りして発
ほっそく

足する。 

○ 大野村と熊町村が合
がっぺい

併し、大熊町立熊町小学校と改称 

する。 

○ 校旗、校歌を
せい

制
てい

定する。 

○ 熊町幼稚園を
へい

併
せつ

設する。 

○ 夫沢分校を本校に統合する。 

○ 緑の少年団を結成する。 

○ 県学校環境
かんきょう

緑化
りょっか

コンクール県知事 賞
しょう

、福島民友新聞 

 社長賞受賞。 

○ 全日本学校環境緑化コンクール特選
とくせん

、文部大臣
だいじん

賞・ 

昭和９年ころの校舎 
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  ④ 歴史 

せいれき

西 暦 
われき

和 暦 で き ご と 

１８７３年 

 

１８７６年 

 

１８７９年 

１８８５年 

 

１８９２年 

１９２０年 

１９２５年 

１９３４年 

１９４１年 

１９４７年 

 

１９６３年 

 

 

 

 

 

 

 

１９７１年 

１９７４年 

１９８２年 

１９８３年 

１９８５年 

明治 ６年 

 

明治 ９年 

 

明治１２年 

明治１８年 

 

明治２５年 

大正 ９年 

大正１４年 

昭和 ９年 

昭和１６年 

昭和２２年 

 

昭和３８年 

 

 

 

 

 

 

 

昭和４６年 

昭和４９年 

昭和５７年 

昭和５８年 

昭和６０年 

○ ７月、大川原村下平の旧講武所
あと

跡に大川原小学校を 

 
せつ

設
りつ

立。 

○ 学
がっく

区
かく

拡 張
ちょう

のため、野上
の が み

村、下野
し も の

上
がみ

村を学区とする 

 野上小学校を野上村字杉の前に
ぶんせつ

分 設。 

○ 上手岡
うみておか

小学校を分設。 

○ ２月、野上小学校火災により
ぜん

全 焼
しょう

。 

○ 大川原
かん

簡
い

易小学校、野上簡易小学校と改称。 

○ 大川原小、野上小を合併し大野
お お の

尋常
じんじょう

小学校と
か い

改称
しょう

。 

○ 大野尋常高等小学校と改称。 

○ 万
まん

右
え

衛門沢
も ん ざ わ

分
ぶん

教
きょう

場
じょう

を設置。 

○ 校章を制定。 

○ 大野村国民学校と改称。 

○ 大野村立大野小学校と改称。 

○ 大野村野上に中屋敷分校を開設。 

○ 相双地区のトップを切って鼓
こ

笛
てき

隊
たい

を編
へん

成
せい

。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 大野幼稚園を併
へい

設
せつ

。 

○ 県音楽祭第１部(合唱)県大会出場。 

○ TBC子ども音楽コンクール合唱の部東北大会出場。 

○ 福島県建
けん

築
ちく

文化賞特別賞受賞。 

○ 土俵
どひょう

開き・相撲
す も う

大会開
かい

催
さい

。 

昭和３３年～   

昭和５７年の校舎 

 

（２）旧大野小学校 

   ① 校章 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 校歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③ 旧大野小の校舎 「合唱と読書の先進校」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 旧大野小学校の

こうき

校旗 

  旧大野小の 
図書館 
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  ④ 歴史 

せいれき

西 暦 
われき

和 暦 で き ご と 

１８７３年 

 

１８７６年 

 

１８７９年 

１８８５年 

 

１８９２年 

１９２０年 

１９２５年 

１９３４年 

１９４１年 

１９４７年 

 

１９６３年 

 

 

 

 

 

 

 

１９７１年 

１９７４年 

１９８２年 

１９８３年 

１９８５年 

明治 ６年 

 

明治 ９年 

 

明治１２年 

明治１８年 

 

明治２５年 

大正 ９年 

大正１４年 

昭和 ９年 

昭和１６年 

昭和２２年 

 

昭和３８年 

 

 

 

 

 

 

 

昭和４６年 

昭和４９年 

昭和５７年 

昭和５８年 

昭和６０年 

○ ７月、大川原村下平の旧講武所
あと

跡に大川原小学校を 

 
せつ

設
りつ

立。 

○ 学
がっく

区
かく

拡 張
ちょう

のため、野上
の が み

村、下野
し も の

上
がみ

村を学区とする 

 野上小学校を野上村字杉の前に
ぶんせつ

分 設。 

○ 上手岡
うみておか

小学校を分設。 

○ ２月、野上小学校火災により
ぜん

全 焼
しょう

。 

○ 大川原
かん

簡
い

易小学校、野上簡易小学校と改称。 

○ 大川原小、野上小を合併し大野
お お の

尋常
じんじょう

小学校と
か い

改称
しょう

。 

○ 大野尋常高等小学校と改称。 

○ 万
まん

右
え

衛門沢
も ん ざ わ

分
ぶん

教
きょう

場
じょう

を設置。 

○ 校章を制定。 

○ 大野村国民学校と改称。 

○ 大野村立大野小学校と改称。 

○ 大野村野上に中屋敷分校を開設。 

○ 相双地区のトップを切って鼓
こ

笛
てき

隊
たい

を編
へん

成
せい

。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 大野幼稚園を併
へい

設
せつ

。 

○ 県音楽祭第１部(合唱)県大会出場。 

○ TBC子ども音楽コンクール合唱の部東北大会出場。 

○ 福島県建
けん

築
ちく

文化賞特別賞受賞。 

○ 土俵
どひょう

開き・相撲
す も う

大会開
かい

催
さい

。 

昭和３３年～   

昭和５７年の校舎 
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１９９０年 

１９９１年 

１９９３年 

 

１９９４年 

平成 ２年 

平成 ３年 

平成 ５年 

 

平成 ６年 

○ 県音楽祭第１部(合唱)金賞受賞。 

○ 県音楽祭第１部(合唱)銀賞受賞。 

○ 花いっぱいコンクール県緑化
りょっか

推
すい

進
しん

委員会理事長賞受 

賞。 

○ 花いっぱいコンクール県教育長賞受賞。 

１９９６年 平成 ８年 ○ TBC子ども音楽コンクール合唱の部東北大会出場。 

１９９７年 

２００３年 

２００４年 

平成 ９年 

平成１５年 

平成１６年 

○ 県教育委員会より、優良ＰＴＡ 表
ひょう

彰
しょう

。 

○ ｢朝の読書｣開始。 

○ 学校司書配置。 

２００５年 平成１７年 ○ 読書活動優
ゆう

秀
しゅう

実
じっ

践
せん

校文部科学大臣表彰。 

２００６年 

２００７年 

２００９年 

 

２０１０年 

２０１１年 

 

 

 

 

２０１２年 

２０１３年 

２０２２年 

 

 

 

平成１８年 

平成１９年 

平成２１年 

 

平成２２年 

平成２３年 

 

 

 

 

平成２４年 

平成２５年 

令和 ４年 

 

 

 

○ ＰＴＡ活動優良校として文部科学大臣表彰。 

○ 花いっぱいコンクール民友新聞社長賞受賞。 

○ 県音楽祭第１部(合唱)県大会出場。 

○ 学校図書館完成。 

○ 県音楽祭第１部(合唱)県大会出場。 

● 東日本大震災・福島第一原子力発電所事故による全 

 町民避難。(23.3.11) 

○ 会津若松市河東町(旧 河東第三小学校)にて熊町小 

 学校とともに学校を再開。 

○ 幼・小・中合同入学式実施。(23.4.16) 

○ 高
たか

円
まどの

宮
みや

妃
ひ

殿
でん

下
か

お成
な

り。 

○ 創立１４０周年記念式典挙
きょ

行
こう

。 

○ ３月、大野小学校閉校。 

○ ４月、熊町小学校と大野小学校、大熊中学校の３校 

を統合
とうごう

し、義務
ぎ む

教育学校大熊町立学び舎 ゆめの森が 

開校する。 
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（３）旧大熊中学校 

   ① 校章 

 

 

 

 

 

 

 

   ② 校歌 

 

  ③ 旧大熊中の校舎 「文武
ぶ ん ぶ

両道
りょうどう

、県下に誇
ほこ

る中学校」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 旧大熊中学校の

こうき

校旗 

｢よさこい｣… 

震災後も踊
おど

って

います。 

１９９０年 

１９９１年 

１９９３年 

 

１９９４年 

平成 ２年 

平成 ３年 

平成 ５年 

 

平成 ６年 

○ 県音楽祭第１部(合唱)金賞受賞。 

○ 県音楽祭第１部(合唱)銀賞受賞。 

○ 花いっぱいコンクール県緑化
りょっか

推
すい

進
しん

委員会理事長賞受 

賞。 

○ 花いっぱいコンクール県教育長賞受賞。 

１９９６年 平成 ８年 ○ TBC子ども音楽コンクール合唱の部東北大会出場。 

１９９７年 

２００３年 

２００４年 

平成 ９年 

平成１５年 

平成１６年 

○ 県教育委員会より、優良ＰＴＡ 表
ひょう

彰
しょう

。 

○ ｢朝の読書｣開始。 

○ 学校司書配置。 

２００５年 平成１７年 ○ 読書活動優
ゆう

秀
しゅう

実
じっ

践
せん

校文部科学大臣表彰。 

２００６年 

２００７年 

２００９年 

 

２０１０年 

２０１１年 

 

 

 

 

２０１２年 

２０１３年 

２０２２年 

 

 

 

平成１８年 

平成１９年 

平成２１年 

 

平成２２年 

平成２３年 

 

 

 

 

平成２４年 

平成２５年 

令和 ４年 

 

 

 

○ ＰＴＡ活動優良校として文部科学大臣表彰。 

○ 花いっぱいコンクール民友新聞社長賞受賞。 

○ 県音楽祭第１部(合唱)県大会出場。 

○ 学校図書館完成。 

○ 県音楽祭第１部(合唱)県大会出場。 

● 東日本大震災・福島第一原子力発電所事故による全 

 町民避難。(23.3.11) 

○ 会津若松市河東町(旧 河東第三小学校)にて熊町小 

 学校とともに学校を再開。 

○ 幼・小・中合同入学式実施。(23.4.16) 

○ 高
たか

円
まどの

宮
みや

妃
ひ

殿
でん

下
か

お成
な

り。 

○ 創立１４０周年記念式典挙
きょ

行
こう

。 

○ ３月、大野小学校閉校。 

○ ４月、熊町小学校と大野小学校、大熊中学校の３校 

を統合
とうごう

し、義務
ぎ む

教育学校大熊町立学び舎 ゆめの森が 

開校する。 

 



38

わ
た
し
た
ち
の
町

大
熊
町

原
子
力
発
電
所

事
故
の
よ
う
す

避
難
先
に
あ
る

大
熊
町
の
し
せ
つ

原
発
事
故
前
の
豊
か
な

自
然
を
活
用
し
た
大
熊

町
の
農
業
、
水
産
業

大
熊
町
の
歴
史

大
熊
町
の
文
化
財
や

伝
統
行
事

き
ょ
う
土
を
開
く

大
熊
町
小
・
中
学
校

の
歴
史

こ
れ
か
ら
の
大
熊
町

資　
　
　

料

１

２

３

４

５

６

７

８

９

 

２００５年 

 

２００６年 

２００７年 

 

２００８年 

２００９年 

 

 

２０１０年 

２０１１年 

 

 

 

 

 

 

２０１２年 

 

 

２０１３年 

 

 

２０２１年 

 

２０２２年 

 

 

 

 

平成１７年 

 

平成１８年 

平成１９年 

 

平成２０年 

平成２１年 

 

 

平成２２年 

平成２３年 

 

 

 

 

 

 

平成２４年 

 

 

平成２５年 

 

 

令和 ３年 

 

令和 ４年 

 

 

 

○ ８月、ＮＨＫ放送コンテスト全国大会出場。 

○ ８月、東北中学校バトミントン大会出場。 

○ ８月、全国中学校柔道大会出場。 

○ ８月、東北中学校柔道大会出場。 

○ ８月、東北中学校陸上競技大会出場。 

○ ８月、全国中学校柔道大会・ソフトテニス大会出場。 

○ ８月２１日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ ４月２３日、読書活動
ゆ う

優秀
しゅう

実
じっせ ん

践
こ う

校文部科学大臣表彰。 

○ ８月２４日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ １０月２４日、全国ジュニアオリンピック出場。 

○ ８月１９日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

● ３月１１日、東日本大震災・福島第一原子力発電所 

 事故による全町民
ひ

避
な ん

難。 

○ ４月、会津若松市追手町(旧 若松女子高)にて学校 

 再開。 

○ ４月１６日、幼・小・中合同入学式実施。 

○ ８月、全国中学校柔道大会出場。 

○ １０月、ＯＥＣＤ東北スクールに参加。 

○ ８月１日、全国生徒会サミット２０１２に参加。 

○ １０月２１日、吹奏楽部がＴＢＣ・ＴＵＦ子ども音 

 楽コンクール東北大会優秀賞受賞。 

○ ４月８日、大熊中学校仮設校舎開校式。 

○ ８月、全国生徒会サミット２０１３に参加。 

○ １０月２５日、創立４０周年記念式典挙
きょこ う

行。 

○ ３月、大熊中学校仮設校舎閉校、解体。旧河東第三 

小学校校舎に移転する。 

○ ３月、大熊中学校閉校。 

○ ４月、熊町小学校、大野小学校、大熊中学校の３校 

を統合し、義務
ぎ む

教育学校、大熊町立学び舎 ゆめの森 

が開校する。 

 

  ④ 歴史 

せいれき

西 暦 
われき

和 暦 で き ご と 

１９７３年 

 

 

１９７５年 

 

１９７６年 

１９７７年 

 

１９７８年 

１９８８年 

１９９６年 

 

 

昭和４８年 

 

 

昭和５０年 

 

昭和５１年 

昭和５２年 

 

昭和５３年 

昭和６３年 

平成 ８年 

 

 

○ ４月１日、大熊町立大野中学校並びに同町立熊町中 

 学校を
と う

統
ご う

合し、校名が大熊町立大熊中学校となり、大 

野分室、熊町分室と
か い

改称
しょう

される。 

○ ２月１０日、新校歌
せ い

制
て い

定。 

○ ４月１日、大熊中学校として実
じっし つ

質
と う

統
ご う

合となる。 

○ ２月１日、体育館
か ん

完
せ い

成、校庭の
せ い

整
ち

地、
か ん

環
きよう

境 緑
りょっか

化完成。 

○ ３月４日、新校舎
ら く

落
せ い

成。 

○ ３月８日、校歌披
ひ ろ う

露式。 

○ １１月１６日、全国学校体育優良校表
ひょう

彰
しょう

。 

○ ８月１２日、東北中学校剣道大会個人３位入賞。 

○ ８月２３～２５日、全日本中学校ソフトテニス全国 

 大会出場。 

○ １２月２６日、全日本中学校
え き

駅
で ん

伝競
きょうそ う

走大会女子出場。 

１９９７年 

 

平成 ９年 

 

○ １２月２３日、全日本中学校駅伝競走大会女子５位 

 入賞。 

１９９８年 

 

平成１０年 

 

○ ８月２１日、全国剣道
けんどう

大会出場。 

○ ８月２２日、全国柔道
じゅうどう

大会出場。 

○ ３月２５日、第二体育館(アリーナ)完成。 

○ ８月２２～２４日、全国中学校柔道大会出場。 

１９９９年 

 

 

 

平成１１年 

 

 

 

○ ８月１０日、ＮＨＫ放送コンクール全国大会出場。 

  (アナウンス部門) 

２０００年 

２００１年 

２００２年 

 

２００３年 

 

 

２００４年 

 

平成１２年 

平成１３年 

平成１４年 

 

平成１５年 

 

 

平成１６年 

 

○ ８月２１日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ ８月２１日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ ８月１９日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ １０月１７日、学校給食で文部
も ん ぶ

科学
か が く

大臣
だいじん

賞
しょう

を受賞。 

○ ８月、東北中学校水泳・陸上大会出場。 

○ ８月、全国中学校柔道大会出場。 

○ ８月、ＮＨＫ放送コンテスト全国大会出場。 

○ ８月、東北中学校水泳大会出場 

○ ８月、全国中学校柔道大会出場。 
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２００５年 

 

２００６年 

２００７年 

 

２００８年 

２００９年 

 

 

２０１０年 

２０１１年 

 

 

 

 

 

 

２０１２年 

 

 

２０１３年 

 

 

２０２１年 

 

２０２２年 

 

 

 

 

平成１７年 

 

平成１８年 

平成１９年 

 

平成２０年 

平成２１年 

 

 

平成２２年 

平成２３年 

 

 

 

 

 

 

平成２４年 

 

 

平成２５年 

 

 

令和 ３年 

 

令和 ４年 

 

 

 

○ ８月、ＮＨＫ放送コンテスト全国大会出場。 

○ ８月、東北中学校バトミントン大会出場。 

○ ８月、全国中学校柔道大会出場。 

○ ８月、東北中学校柔道大会出場。 

○ ８月、東北中学校陸上競技大会出場。 

○ ８月、全国中学校柔道大会・ソフトテニス大会出場。 

○ ８月２１日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ ４月２３日、読書活動
ゆ う

優秀
しゅう

実
じっせ ん

践
こ う

校文部科学大臣表彰。 

○ ８月２４日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ １０月２４日、全国ジュニアオリンピック出場。 

○ ８月１９日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

● ３月１１日、東日本大震災・福島第一原子力発電所 

 事故による全町民
ひ

避
な ん

難。 

○ ４月、会津若松市追手町(旧 若松女子高)にて学校 

 再開。 

○ ４月１６日、幼・小・中合同入学式実施。 

○ ８月、全国中学校柔道大会出場。 

○ １０月、ＯＥＣＤ東北スクールに参加。 

○ ８月１日、全国生徒会サミット２０１２に参加。 

○ １０月２１日、吹奏楽部がＴＢＣ・ＴＵＦ子ども音 

 楽コンクール東北大会優秀賞受賞。 

○ ４月８日、大熊中学校仮設校舎開校式。 

○ ８月、全国生徒会サミット２０１３に参加。 

○ １０月２５日、創立４０周年記念式典挙
きょこ う

行。 

○ ３月、大熊中学校仮設校舎閉校、解体。旧河東第三 

小学校校舎に移転する。 

○ ３月、大熊中学校閉校。 

○ ４月、熊町小学校、大野小学校、大熊中学校の３校 

を統合し、義務
ぎ む

教育学校、大熊町立学び舎 ゆめの森 

が開校する。 

 

  ④ 歴史 

せいれき

西 暦 
われき

和 暦 で き ご と 

１９７３年 

 

 

１９７５年 

 

１９７６年 

１９７７年 

 

１９７８年 

１９８８年 

１９９６年 

 

 

昭和４８年 

 

 

昭和５０年 

 

昭和５１年 

昭和５２年 

 

昭和５３年 

昭和６３年 

平成 ８年 

 

 

○ ４月１日、大熊町立大野中学校並びに同町立熊町中 

 学校を
と う

統
ご う

合し、校名が大熊町立大熊中学校となり、大 

野分室、熊町分室と
か い

改称
しょう

される。 

○ ２月１０日、新校歌
せ い

制
て い

定。 

○ ４月１日、大熊中学校として実
じっし つ

質
と う

統
ご う

合となる。 

○ ２月１日、体育館
か ん

完
せ い

成、校庭の
せ い

整
ち

地、
か ん

環
きよう

境 緑
りょっか

化完成。 

○ ３月４日、新校舎
ら く

落
せ い

成。 

○ ３月８日、校歌披
ひ ろ う

露式。 

○ １１月１６日、全国学校体育優良校表
ひょう

彰
しょう

。 

○ ８月１２日、東北中学校剣道大会個人３位入賞。 

○ ８月２３～２５日、全日本中学校ソフトテニス全国 

 大会出場。 

○ １２月２６日、全日本中学校
え き

駅
で ん

伝競
きょうそ う

走大会女子出場。 

１９９７年 

 

平成 ９年 

 

○ １２月２３日、全日本中学校駅伝競走大会女子５位 

 入賞。 

１９９８年 

 

平成１０年 

 

○ ８月２１日、全国剣道
けんどう

大会出場。 

○ ８月２２日、全国柔道
じゅうどう

大会出場。 

○ ３月２５日、第二体育館(アリーナ)完成。 

○ ８月２２～２４日、全国中学校柔道大会出場。 

１９９９年 

 

 

 

平成１１年 

 

 

 

○ ８月１０日、ＮＨＫ放送コンクール全国大会出場。 

  (アナウンス部門) 

２０００年 

２００１年 

２００２年 

 

２００３年 

 

 

２００４年 

 

平成１２年 

平成１３年 

平成１４年 

 

平成１５年 

 

 

平成１６年 

 

○ ８月２１日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ ８月２１日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ ８月１９日、全国中学校柔道大会出場。(女子個人) 

○ １０月１７日、学校給食で文部
も ん ぶ

科学
か が く

大臣
だいじん

賞
しょう

を受賞。 

○ ８月、東北中学校水泳・陸上大会出場。 

○ ８月、全国中学校柔道大会出場。 

○ ８月、ＮＨＫ放送コンテスト全国大会出場。 

○ ８月、東北中学校水泳大会出場 

○ ８月、全国中学校柔道大会出場。 
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大熊町の 旧
きゅう

教 育
きょういく

施設
し せ つ

 

   震災前
しんさいまえ

の学校やしせつのようすです。現在はべつのしせつに利用された

り、解体
かいたい

されたりした場所もありますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大野小学校】 

→インキュベーションセンター 

【熊町ようち園】 

【熊町じどう館】 【大熊町保育所】 

【熊町小学校】 

【大熊中学校】→解体 【大野ようち園】→解体 

【大野じどう館】 

→大熊町移住
いじゅう

定住しえんセンター 

（４）学び舎 ゆめの森 

 ① 学び舎ゆめの森のうた(校歌)とシンボル(校章) 

大熊町立 学び舎 ゆめの森 の うた 
作詞 谷川俊太郎   

作曲 谷川 賢作 

ひとりっていいな ルンルンルン 

みんなもいいな グングングン 

ひとりもいいけど でも やっぱり みんなといっしょがいいな 

 

ぼくとあなたと 

わたしときみと 

すきなものは ちがうけど 

きらいなものも ちがうけど 

ひとりとひとりとひとりでみんな 

ひとりとひとりとひとりでみんな 

 

ゆめのもりで 

いっしょにまなぶ 

ゆめのもりで 

いっしょにあそぶ 

 

それぞれのあすをさがして 

きょうのおおきなそらのした 

 

ドレミファソラシド 

ドシラソファミレド 

 

ゆめのもりで 

まなんであそぶ 

 

 ② 歴史 
せいれき

西 暦 
われき

和 暦 で き ご と 

２０２２年 

 

 

２０２３年 

令和 ４年 

 

 

令和 ５年 

 

○ ４月、熊町小学校、大野小学校、大熊中学校の３校を 

統合
とうごう

し、義務
ぎ む

教育学校、大熊町立学び舎 ゆめの森が 

開校する。 

○ ４月、大熊町大川原に移転。１２年ぶりに町内で学校 

を再開する。 
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   震災前
しんさいまえ

の学校やしせつのようすです。現在はべつのしせつに利用された

り、解体
かいたい

されたりした場所もありますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大野小学校】 

→インキュベーションセンター 

【熊町ようち園】 

【熊町じどう館】 【大熊町保育所】 

【熊町小学校】 

【大熊中学校】→解体 【大野ようち園】→解体 

【大野じどう館】 

→大熊町移住
いじゅう

定住しえんセンター 

（４）学び舎 ゆめの森 

 ① 学び舎ゆめの森のうた(校歌)とシンボル(校章) 

大熊町立 学び舎 ゆめの森 の うた 
作詞 谷川俊太郎   

作曲 谷川 賢作 

ひとりっていいな ルンルンルン 

みんなもいいな グングングン 

ひとりもいいけど でも やっぱり みんなといっしょがいいな 

 

ぼくとあなたと 

わたしときみと 

すきなものは ちがうけど 

きらいなものも ちがうけど 

ひとりとひとりとひとりでみんな 

ひとりとひとりとひとりでみんな 

 

ゆめのもりで 

いっしょにまなぶ 

ゆめのもりで 

いっしょにあそぶ 

 

それぞれのあすをさがして 

きょうのおおきなそらのした 

 

ドレミファソラシド 

ドシラソファミレド 

 

ゆめのもりで 

まなんであそぶ 

 

 ② 歴史 
せいれき

西 暦 
われき

和 暦 で き ご と 

２０２２年 

 

 

２０２３年 

令和 ４年 

 

 

令和 ５年 

 

○ ４月、熊町小学校、大野小学校、大熊中学校の３校を 

統合
とうごう

し、義務
ぎ む

教育学校、大熊町立学び舎 ゆめの森が 

開校する。 

○ ４月、大熊町大川原に移転。１２年ぶりに町内で学校 

を再開する。 
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（１） 避難
ひ な ん

指示
し じ

区域
く い き

の状況
じょうきょう

 

平成 31 年 4 月 10 日、大川原
お お がわ ら

地区（居住
きょじゅう

制限
せいげん

区域
く い き

）と中屋
な か や

敷
しき

地区（避難
ひ な ん

指示
し じ

解除
かいじょ

準備
じゅんび

区域
く い き

）

の避難指示が解除され、震災
しんさい

と原発
げんぱつ

事故
じ こ

から 8 年余
あま

りの時間を経
へ

て、ようやく古里の一部

を取り戻
もど

しました。令和元年 5月には、大川原復興
ふっこう

拠点
きょてん

に整備
せ い び

した町役場
や く ば

新庁舎
しんちょうしゃ

での業務
ぎょうむ

が

始まり、町復興
ふっこう

の足がかりとして各課題
か く かだ い

への取り組みを加速
か そ く

させています。令和
れ い わ

2 年 3月 5

日、JR 大野駅周辺と県立大野病院敷地
し き ち

などの避難指示が解除
かいじょ

されました。町内の帰還
き か ん

困難
こんなん

区域
く い き

で避難指示が解除されたのは初
はじ

めてのことです。あわせて、下野上
し も のが み

・野上
の が み

地区の一部

で立入規制
き せ い

が緩
かん

和
わ

され、通行証
つうこうしょう

なしで立ち入りができるようになりました。また、JR常磐
じょうばん

線が 3月 14 日に全線再開
さいかい

し、大野駅も同日、利用
り よ う

再開
さいかい

されました。これにより、新たな人

の流
なが

れが町内に生まれています。 
 

（２） 復興
ふっこう

への取組 

JR 大野駅西口でにぎわいや交流
こうりゅう

を生み出す仕掛
し か

けづくりを検討
けんとう

しています。その一環
いっかん

と

して、エリアの北端
ほくたん

に産業
さんぎょう

交流
こうりゅう

施設
し せ つ

を整備します。町内に事業
じぎょう

の拠点
きょてん

を置
お

きたい事業者向

けのオフィスで、多様な業種
ぎょうしゅ

の入
にゅう

居
きょ

事業者が交流して新たな雇用
こ よ う

の場を生み出すことを目

指します。一般
いっぱん

向けに開かれた多目的スペースにより、企業
きぎょう

と町民の交流を図ります。オ

ープンは令和 6 年 12 月です。このほか大野駅西交流エリアには商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

、広場、社会教

育複合施設を整備する計画があります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ これからの大熊町         

第二次
だ い に じ

大熊町復興
ふっこう

計画改訂版
かいていばん

（抜粋
ばっすい

） 
「帰町して住

す

み始
はじ

める人」「避難先
ひ な んさ き

から年に数度
す う ど

訪
おとず

れる人」「新しく町民
ちょうみん

となる人」など様々

な人がいることを前提
ぜんてい

に、すべての町民が手を取り合い、まちをつくっていけるよう「み

んなで歩み出そう、それぞれの一歩」をコンセプトに第二次大熊町復興計画改訂版を策定
さくてい

し

した。（平成３１年３月） 

 

 

 

 

 

４ つ の 重
じゅう

 点
てん

 施
せ

 策
さく

 

あなたは、どんな大熊町にしたいですか？ 

                                             

                                             

                                              

【計画の理念
り ね ん

】 

○避難先
ひ な ん さ き

および大熊町内での安定した生活 

○帰町を選択
せんたく

できるとともに、町外からも人が来たくなる環 境
かんきょう

づくり 

１ 町民を取り巻
ま

く多様
た よ う

な環境に合わせた生活

の支援 

○町内で取り組むプロジェクト 

 (1)安心・安全の環境づくり 

  (2)日 常
にちじょう

生活を送るための環境づくり 

 (3)新たなコミュニティの形成
けいせい

 

 (4)関係
かんけい

人口・交 流
こうりゅう

人口を増
ふ

やすための取組 

○避難先で取り組むプロジェクト 

 (1)大熊町の現 状
げんじょう

に係る情 報
じょうほう

発信
はっしん

の強化 

 (2)生活の再建
さいけん

状 況
じょうきょう

に応
おう

じた重 点
じゅうてん

支援 

 (3)自立した生活の実現に向けた取組 

３ 複数
ふくすう

のコンパクトな拠点
きょてん

が融
ゆう

合
ごう

した町土復興
ふっこう

 

 (1)基礎的
き そ て き

な生活基盤
き ば ん

の確保
か く ほ

 

 (2) 働
はたら

く場の確保 

 (3)拠点間の機能
き の う

連携
れんけい

に向けた取組 

 (4)広域
こういき

交通拠点等のポテンシャルの活用 

 (5)特定
とくてい

復興再生拠点区域
く い き

以外での取組 

 (6)町の新たな運営
うんえい

手法
しゅほう

の確立
かくりつ

 

２ 帰町開始に 伴
ともな

う行 政
ぎょうせい

拠点の再編
さいへん

 

 (1)新庁 舎
ちょうしゃ

の完成
かんせい

を契機とした町内での各種
かくしゅ

行

政サービスの再開
さいかい

 

 (2)支所
し し ょ

業務
ぎょうむ

の現状に対応
たいおう

した窓口
まどぐち

機能の確保 

 (3)避難先行政サービスを低下
て い か

させない取組 

４ 「多様
た よ う

な主体
しゅたい

」と「社会の中での学び」によ

る次
じ

世代
せ だ い

育成
いくせい

 

 (1)町内での幼小中一貫
いっかん

教育の実現
じつげん

 

 (2)教育の成果
せ い か

を生かせる場づくり 

 (3)教育を支える人材
じんざい

の確保・育成 

 (4)新たな取組へのチャレンジと継続
けいぞく

する取組 

 (5)大熊の DNA を残し、新しい文化を紡
つむ

ぐた

めの取組 
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（１） 避難
ひ な ん

指示
し じ

区域
く い き

の状況
じょうきょう

 

平成 31 年 4 月 10 日、大川原
お お がわ ら

地区（居住
きょじゅう

制限
せいげん

区域
く い き

）と中屋
な か や

敷
しき

地区（避難
ひ な ん

指示
し じ

解除
かいじょ

準備
じゅんび

区域
く い き

）

の避難指示が解除され、震災
しんさい

と原発
げんぱつ

事故
じ こ

から 8 年余
あま

りの時間を経
へ

て、ようやく古里の一部

を取り戻
もど

しました。令和元年 5月には、大川原復興
ふっこう

拠点
きょてん

に整備
せ い び

した町役場
や く ば

新庁舎
しんちょうしゃ

での業務
ぎょうむ

が

始まり、町復興
ふっこう

の足がかりとして各課題
か く かだ い

への取り組みを加速
か そ く

させています。令和
れ い わ

2 年 3月 5

日、JR 大野駅周辺と県立大野病院敷地
し き ち

などの避難指示が解除
かいじょ

されました。町内の帰還
き か ん

困難
こんなん

区域
く い き

で避難指示が解除されたのは初
はじ

めてのことです。あわせて、下野上
し も のが み

・野上
の が み

地区の一部

で立入規制
き せ い

が緩
かん

和
わ

され、通行証
つうこうしょう

なしで立ち入りができるようになりました。また、JR常磐
じょうばん

線が 3月 14 日に全線再開
さいかい

し、大野駅も同日、利用
り よ う

再開
さいかい

されました。これにより、新たな人

の流
なが

れが町内に生まれています。 
 

（２） 復興
ふっこう

への取組 

JR 大野駅西口でにぎわいや交流
こうりゅう

を生み出す仕掛
し か

けづくりを検討
けんとう

しています。その一環
いっかん

と

して、エリアの北端
ほくたん

に産業
さんぎょう

交流
こうりゅう

施設
し せ つ

を整備します。町内に事業
じぎょう

の拠点
きょてん

を置
お

きたい事業者向

けのオフィスで、多様な業種
ぎょうしゅ

の入
にゅう

居
きょ

事業者が交流して新たな雇用
こ よ う

の場を生み出すことを目

指します。一般
いっぱん

向けに開かれた多目的スペースにより、企業
きぎょう

と町民の交流を図ります。オ

ープンは令和 6 年 12 月です。このほか大野駅西交流エリアには商 業
しょうぎょう

施設
し せ つ

、広場、社会教

育複合施設を整備する計画があります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JR 大野駅西口エリア（大熊町HP）

産業交流施設
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（３）大熊町の未来
み ら い

へ（おおくま通信 2022 年 2 月号より） 

大熊町の理念
り ね ん

 

 １ 避難
ひ な ん

先および大熊町内での安定した生活  

「大熊町民
みん

」＝ 避難
ひ な ん

先で生活を続
つづ

ける町民 

 帰還
き か ん

する町民 

 新たに町に居住
きょじゅう

する町民 

 いずれの町民も、それぞれの居住先で必要
ひつよう

な行政
ぎょうせい

サービスを受けながら、安心して暮
く

らしてい

けることがこの町の大前提
ぜんてい

です。 

 

 ２ 帰町を選択
せんたく

できるとともに、町外からも人が来たくなる環境
かんきょう

づくり 

 避難
ひ な ん

先にいても「帰れるふるさとがある」ことが大切だと考えています。引き続き、町土の回復
かいふく

を進めます。 

 

 

 また、新しいまちづくりには内外からの理解
り か い

と参画
さんかく

が必須
ひ っ す

です。 全国・世界のみなさんと世界に

例
れい

のない大熊町の経験
けいけん

を広く共有
きょうゆう

し、 新しい価値
か ち

の創出
そうしゅつ

を目指します。 

 



（３）大熊町の未来
み ら い

へ（おおくま通信 2022 年 2 月号より） 

大熊町の理念
り ね ん

 

 １ 避難
ひ な ん

先および大熊町内での安定した生活  

「大熊町民
みん

」＝ 避難
ひ な ん

先で生活を続
つづ

ける町民 

 帰還
き か ん

する町民 

 新たに町に居住
きょじゅう

する町民 

 いずれの町民も、それぞれの居住先で必要
ひつよう

な行政
ぎょうせい

サービスを受けながら、安心して暮
く

らしてい

けることがこの町の大前提
ぜんてい

です。 

 

 ２ 帰町を選択
せんたく

できるとともに、町外からも人が来たくなる環境
かんきょう

づくり 

 避難
ひ な ん

先にいても「帰れるふるさとがある」ことが大切だと考えています。引き続き、町土の回復
かいふく

を進めます。 

 

 

 また、新しいまちづくりには内外からの理解
り か い

と参画
さんかく

が必須
ひ っ す

です。 全国・世界のみなさんと世界に

例
れい

のない大熊町の経験
けいけん

を広く共有
きょうゆう

し、 新しい価値
か ち

の創出
そうしゅつ

を目指します。 
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大熊の民話地図 
 

 

① 岩舟
いわふね

の湯
ゆ

        ⑯ しけの夜
よ

の灯火
あ が り

     ㉛ 丹蔵
たんぞう

と長い刀
かたな

 

② 火
ひ

のみ塚
づか

        ⑰ 山の神の大桐
おおぎり

      ㉜ 地蔵坂
ちぞうざか

の鬼
おに

ばばぁ 

③ 坊
ぼう

一
いち

さま        ⑱ 牛方
うしかた

山姥
やまんば

        ㉝ 正直者
しょうじきもの

の丹蔵
たんぞう

 

④ 落陽
らくよう

物語        ⑲ 風呂場
ふ ろ ば

の大地震
おおじしん

     ㉞ 厄病
やくびょう

神
がみ

 

⑤ 切れる斧
おの

        ⑳ 助宗
すけそう

明神
みょうじん

物語      ㉟ だきつき石 

⑥ 花咲爺
はなさかじい

さん       ㉑ 円澄
えんちょう

和尚
おしょう

物語      ㊱ 日隠山
ひがくれやま

の山賊
さんぞく

 

⑦ 弁天
べんてん

様
さま

の話       ㉒ 俺
おら

が浜
はま

         ㊲ 木
き

の根
ね

坂
ざか

藤兵衛
と う べ い

 

⑧ 猿
さる

地蔵
じ ぞ う

         ㉓ 高津戸
た か ど

落
おろ

し       ㊳ じじ石とばば石 

⑨ 桃
もも

太郎
た ろ う

         ㉔ 悲風
ひ ふ う

平通地原
へいどうじがはら

      ㊴ 甚助
じんすけ

の伊
い

勢
せ

参
まい

り 

⑩ 鶴
つる

が森・亀
かめ

が森     ㉕ 美女
び じ ょ

泣
な

かせのせせらぎ  ㊵ 論
ろん

山
ざん

まつり 

⑪ 一反田
いったんだ

物語       ㉖ 天狗の鹿笛       ㊶ 南山
みなみやま

の馬鹿
ば か

婿
むこ

 

⑫ ｢むり｣がおっかねぇ   ㉗ 手倉の辻繰り      ㊷ 上
かみ

の小屋
こ や

・下
しも

の小屋 

⑬ 阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

物語     ㉘ 酒屋のべいこ      ㊸ 長沢
ながさわ

の七
なな

不思議
ふ し ぎ

 

⑭ 鼻
はな

どり地蔵
じ ぞ う

（熊町）   ㉙ 板付
いたつき

観音
かんのん

物語      ㊹ 飛付
とびつき

観音
かんのん

物語 

⑮ 昌玄塚
しょうげんづか

         ㉚ 大川原
おおがわら

を救
すく

った三人   ㊺ 満開坊
まんかいぼう

物語 

の青年
せいねん

 

 

大熊町図書館『おおくまの民話』2007 年より 
 

 

㊻ 玉
たま

の湯
ゆ

発見物語     60 百 姓
ひゃくしょう

三
さん

太郎
た ろ う

     70 熊五郎
くまごろう

の名言
めいげん

 
㊼ 熊川

くまがわ

の主
ぬし

争
あらそ

い      61 勿来
な こ そ

の関
せき

        71 戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

余話
よ わ

 
㊽ 蛇

じゃ

ばみが淵
ふち

       62 貞蔵
ていぞう

のつづみ      72 羽黒
は ぐ ろ

の大蛇
だいじゃ

（Ⅰ）  
㊾ 吉田

よ し だ

と吉田
よ し だ

       63 サユシュ様       73 羽黒
は ぐ ろ

の大蛇
だいじゃ

（Ⅱ）  
㊿ 身代

み が

わり地蔵
じ ぞ う

      64 金谷
か な や

長者
ちょうじゃ

       74 おたか森 
51 姥

うば

田
た

の池        65 金谷
か な や

きつね       75 デンゴロ山 
52 はなどり地蔵

じ ぞ う

（野上
の が み

）  66 弥五郎
や ご ろ う

林
ばやし

        76 大判
おおばん

小判
こ ば ん

が夜泣
よ な

き金谷
か な や

長者
ちょうじゃ

 
53 目

め

洗
あら

いの湯
ゆ

       67 野上原
のがんばら

の戦国
せんごく

英雄
えいゆう

    77 オチョウ婆
ばあ

さん 
54 さる酒

ざけ

         68 長峰
ながみね

ばあさん      78 鼻
はな

欠
か

け地蔵
じ ぞ う

 
55 道祖神

どうそじん

         69 きもだめし       79 嫁
よめ

石
いし

物語 
56 うそつきじいさん     
57 くらべ石         
58 ばくち石 
59 又

また

さんのそろばん 

 この本には、㊵の｢論山まつり｣をのせました。その他の民

話に興味を持った人は、『おおくまの民話』（2007 年 大熊町

図書館編集発行）を読んでみましょう。 



47

わ
た
し
た
ち
の
町

大
熊
町

原
子
力
発
電
所

事
故
の
よ
う
す

避
難
先
に
あ
る

大
熊
町
の
し
せ
つ

原
発
事
故
前
の
豊
か
な

自
然
を
活
用
し
た
大
熊

町
の
農
業
、
水
産
業

大
熊
町
の
歴
史

大
熊
町
の
文
化
財
や

伝
統
行
事

き
ょ
う
土
を
開
く

大
熊
町
小
・
中
学
校

の
歴
史

こ
れ
か
ら
の
大
熊
町

資　
　
　

料

１

２

３

４

５

６

７

８

９

 

 

㊻ 玉
たま

の湯
ゆ

発見物語     60 百 姓
ひゃくしょう

三
さん

太郎
た ろ う

     70 熊五郎
くまごろう

の名言
めいげん

 
㊼ 熊川

くまがわ

の主
ぬし

争
あらそ

い      61 勿来
な こ そ

の関
せき

        71 戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

余話
よ わ

 
㊽ 蛇

じゃ

ばみが淵
ふち
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長者
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53 目

め

洗
あら

いの湯
ゆ

       67 野上原
のがんばら

の戦国
せんごく

英雄
えいゆう

    77 オチョウ婆
ばあ

さん 
54 さる酒

ざけ

         68 長峰
ながみね

ばあさん      78 鼻
はな

欠
か

け地蔵
じ ぞ う

 
55 道祖神

どうそじん

         69 きもだめし       79 嫁
よめ

石
いし

物語 
56 うそつきじいさん     
57 くらべ石         
58 ばくち石 
59 又

また

さんのそろばん 

 この本には、㊵の｢論山まつり｣をのせました。その他の民
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た
。 そ

の
年と

し

の
八
月
、
三
春
藩
と
相
馬
藩
の
百
姓
ら

ひ
ゃ
く
し
ょ
う

は
、
江
戸
の
評

定

所

ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し
ょ

※15

に
召め

し
出だ

さ
れ
、
判
決

は
ん
け
つ

が
下く

だ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

「
論
山
争
い

ろ
ん
ざ
ん
あ
ら
そ

の
一
件

い
っ
け
ん

に
関か

ん

し
、
判
決
を
申も

う

し
渡わ

た

す
。
相
馬
藩

そ

う

ま
は

ん

の
百

姓

ひ
ゃ
く
し
ょ
う

作さ
く

太
夫

だ

ゆ

う

ら
七
名

し
ち
め
い

の
言い

い
分ぶ

ん

を
認み

と

め
る
。
三
春
藩

み

は

る
は

ん

の
百
姓
、
十
三
郎
ら

じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
名め

い

は
敗
訴

は

い

そ

と
す

る
」 こ

う
し
て
三
春
藩
は
負ま

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
三
春
藩
で
は
吉
野

よ

し

の

田
和

た

わ

窪く
ぼ

の
境
も
無な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
度

こ

ん

ど

は
磐
城
平
藩

い
わ
き
た
い
ら
は
ん

※16

の
川
内
村

か
わ
う
ち
む
ら

と
の
訴
訟

そ
し
ょ
う

も
起お

き
て
し
ま
い
、
こ
れ
も
敗
訴

は

い

そ

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

い
ろ
い
ろ
と
訴
訟

そ
し
ょ
う

問
題

も
ん
だ
い

に
力
を

ち
か
ら

尽つ

く
し
て
き
た
名
主

な

ぬ

し

の
十
三
郎
は

じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

、
と
う
と
う

江
戸

え

ど

で
切
腹

せ
っ
ぷ
く

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
ん
と
も
む
ご
い
こ
と
で
す
が
、
判
決

は
ん
け
つ

に
は

文
句

も

ん

く

も
言い

え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
れ
か
ら
相
馬
藩
で
は
、
評
定
所
に
出
向

で

む

い
た
下
野
上
村

し
も
の
が
み
む
ら

の
熊く

ま

三
郎
エ
門

さ
ぶ
ろ
う
え
も
ん

、

大
川
原
村

お
お
が
わ
ら
む
ら

の
石
田

い

し

だ

十
右
エ
門

じ

ゅ

う

え

も

ん

、
熊
村

く
ま
む
ら

の
佐
藤
善
次

さ

と

う

ぜ

ん

じ

、
大
川
原
村
の
志
賀

し

が

治
右
エ
門

じ

え

も

ん

、
野
上
村

の

が

み
む

ら

の
七
左
エ
門

し

ち

ざ

え

も

ん

ら
ほ
か
名
主

な

ぬ

し

、
組
頭
八
人

く
み
が
し
ら

に
ご
褒
美

ほ

う

び

を
下く

だ

さ
っ

た
そ
う
で
す
。 

そ
れ
に
、
大
川
原
村
の
村
人

む
ら
び
と

は
、
こ
の
論
山
事
件

ろ
ん
ざ
ん
じ
け
ん

に
一
丸

い
ち
が
ん

と
な
っ
て
尽
力
し

じ
ん
り
ょ
く

た

と
い
う
こ
と
で
、
相
馬
藩
か
ら
特
別

と
く
べ
つ

に
百
五
十
六
町
歩

ち
ょ
う
ぶ

※17

の
集
落

し
ゅ
う
ら
く

共
有

き
ょ
う
ゆ
う

林り
ん

を
い

た
だ
い
た
の
で
し
た
。 

こ
の
事
件
が
あ
っ
て
か
ら
、
大
川
原
の
名
主

な

ぬ

し

の
石
田

い

し

だ

十
右
エ
門

じ

ゅ

う

え

も

ん

の
家い

え

で
は
、

毎
年

ま
い
と
し

、
秋あ

き

の
収
穫
が

し
ゅ
う
か
く

終お

わ
っ
た
後あ

と

に
、
「
論
山
祭
」

ろ
ん
ざ
ん
ま
つ
り

と
い
う
祭ま

つ

り
ご
と
を
や
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。 

事
件
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
の
子
孫

し

そ

ん

を
招
待
し

し
ょ
う
た
い

て
、
村
の
氏
神

う
じ
が
み

様さ
ま

に
参
拝

さ
ん
ぱ
い

し

て
、
ご
先
祖

せ

ん

ぞ

様さ
ま

へ
の
感
謝

か
ん
し
ゃ

と
供
養

く

よ

う

を
行
い

お
こ
な

、
さ
ら
に
そ
の
時
に
は
、
切
腹

せ
っ
ぷ
く

し
た
古

道
村
の
十
三
郎
の

じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

子
孫
も
招ま

ね

き
、
一
緒

い
っ
し
ょ

に
供
養
し
た
そ
う
で
す
。 

 

『
お
お
く
ま
の
民
話
』
（
二
〇
〇
七
年 

大
熊
町
図
書
館
発
行
）
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
部
改
変
） 

 

※
１ 

江
戸
時
代
に
大
熊
町
を
含
め
た
浜
通
り
北
部
を
治
め
て
い
た
藩 

※
２ 

江
戸
時
代
に
主
に
田
村
郡
域
を
治
め
て
い
た
藩 

※
３ 

現
在
の
田
村
市
都
路
町
古
道 

※
４ 

江
戸
時
代
の
村
の
役
人 

※
５ 

現
在
の
浪
江
町
小
丸
字
畑
川 

※
６ 

現
在
の
浪
江
町
請
戸
漁
港 

※
７ 

現
在
の
相
馬
市
中
村
、
藩
主
相
馬
氏
の
居
城
中
村
城
が
あ
っ
た 

※
８ 

江
戸
幕
府
の
事
務
を
執
り
行
う
役
所 

※
９ 

山
論
の
こ
と
、
山
の
利
用
権
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
争
い 

※
10

現
在
の
川
内
村
下
川
内
字
吉
野
田
和 

※
11

鷹
匠
を
尊
ん
だ
呼
び
方 

※
12

江
戸
時
代
初
頭
ま
で
流
通
し
て
い
た
貨
幣 

※
13

現
地
調
査 

※
14

現
在
の
大
熊
町
野
上
字
湯
の
神
に
あ
る
温
泉 

※
15

江
戸
時
代
の
最
高
裁
判
所 

※
16

江
戸
時
代
に
浜
通
り
南
部
（
富
岡
町
以
南
）
を
治
め
て
い
た
藩 

※
17

約
一
．
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
京
ド
ー
ム33

個
分 
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わ
た
し
た
ち
の
町

大
熊
町

原
子
力
発
電
所

事
故
の
よ
う
す

避
難
先
に
あ
る

大
熊
町
の
し
せ
つ

原
発
事
故
前
の
豊
か
な

自
然
を
活
用
し
た
大
熊

町
の
農
業
、
水
産
業

大
熊
町
の
歴
史

大
熊
町
の
文
化
財
や

伝
統
行
事

き
ょ
う
土
を
開
く

大
熊
町
小
・
中
学
校

の
歴
史

こ
れ
か
ら
の
大
熊
町

資　
　
　

料

１

２

３

４

５

６

７

８

９

論ろ
ん

山ざ
ん

ま

つ

り 

む
か
し
。 

 

こ
ん
な
話
が

は
な
し

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
元
禄

げ
ん
ろ
く

時
代

じ

だ

い

と
言い

っ
て
江
戸

え

ど

が
栄さ

か

え
て
い
た

こ
ろ
に
あ
っ
た
、
相
馬
藩

そ

う

ま
は

ん

※１

と
三
春
藩

み

は

る
は

ん

※２

の
山
の
境
界
争
い

き
ょ
う
か
い
あ
ら
そ

の
話
で
す
。 

 

阿
武

あ

ぶ

隈く
ま

の
山
あ
い
に
古
道

ふ
る
み
ち

村む
ら

※３

と
い
う
村
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
三
春
藩

の
い
ち
ば
ん
隅す

み

っ
こ
の
村
で
、
米
は
わ
ず
か
し
か
取と

れ
ず
、
村
の
人
々

ひ
と
び
と

は
み
ん
な

山や
ま

仕
事

し

ご

と

を
し
て
暮く

ら
し
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
時と

き

、 

「
て
ぇ
へ
ん
だ
！
て
ぇ
へ
ん
だ
！
お
ら
ほ
の
山
の
木
ィ
、
伐き

ら
れ
で
っ
と
ォ
」 

「
相
馬
藩
の
や
づ
ら
が
木
ィ
伐
っ
て
運は

こ

ん
で
っ
と
ォ
」 

「
早は

や

く
名
主

な

ぬ

し

様さ
ま

※４

さ
言い

っ
て
、
止と

め
で
も
ら
う
べ
」 

 

山
の
人
ら
が
そ
う
言
っ
て
騒さ

わ

い
だ
も
の
で
す
か
ら
、
さ
ぁ
、
村
中
大
騒
ぎ
に

む
ら
じ
ゅ
う
お
お
さ
わ

な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
名
主
が
相
馬
藩
の
役
人

や
く
に
ん

に
掛か

け
合あ

っ
た
の
で
す
が
、
ま
っ
た

く
聞き

き
入い

れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

相
馬
藩
で
は
屋
敷

や

し

き

の
広
間

ひ

ろ

ま

の
増
築

ぞ
う
ち
く

の
た
め
に
材
木

ざ
い
も
く

が
必
要

ひ
つ
よ
う

だ
っ
た
た
め
、
千
二

百
人
も
の
人
夫

に

ん

ぷ

を
出
し
て
、
畑
川

は
た
が
わ

※５

あ
た
り
の
木
を
伐き

り
、
川
に
流な

が

し
、
請
戸

う

け

ど

の

港
み
な
と

※６

に
集あ

つ

め
て
船ふ

ね

で
相
馬

そ

う

ま

中
村

な
か
む
ら

※７

に
運
ん
で
い
た
の
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
古
道
村
の
名
主
た
ち
は
見
る
に
見
か
ね
て
、 

「
木
ィ
伐
っ
た
山
は
三
春
藩
の
山
で
あ
る
が
ら
、
今
後

こ

ん

ご

、
勝
手

か

っ

て

に
伐
ら
れ
で
は
困こ

ま

る
」 

と
、
相
馬
藩
に
抗
議

こ

う

ぎ

の
書
状
を

し
ょ
じ
ょ
う

送お
く

り
つ
け
た
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、 

「
相
馬
藩
で
は
前ま

え

か
ら
こ
こ
で
木
を
伐
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
山
は
相
馬
の

領
地

り
ょ
う
ち

だ
。
」 

と
、
相
手
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
れ
で
も
、
三
春
藩
で
は
た
び
た
び
書
状
を
送
り
、
一
方

い
っ
ぽ
う

、
相
馬
藩
か
ら
は
な

ん
の
返
事

へ

ん

じ

も
来き

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
古
道
村
の
名
主
十
三
郎
と

じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

伝
十
郎
ら

で
ん
じ
ゅ
う
ろ
う

は
、
年と

し

も
押お

し
せ
ま
っ
た
こ

ろ
、
今
度
は
江
戸
の
奉
行
所

ぶ
ぎ
ょ
う
し
ょ

※８

に
書
状
を
携
え

た
ず
さ

て
訴
え
る

う
っ
た

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

江
戸

え

ど

奉
行

ぶ
ぎ
ょ
う

に
訴
え
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ
の
争
い
は
百

姓

ひ
ゃ
く
し
ょ
う

の

山
争
い

や
ま
あ
ら
そ

で
は
す
ま
ず
、
三
春
藩
と
相
馬
藩
の
論
山

ろ
ん
ざ
ん

争
い
※９

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。 

三
春
藩
の
言い

い
分ぶ

ん

は
こ
う
で
す
。 

「
三
春
藩
と
相
馬
藩
の
境
は
、
吉
野

よ

し

の

田
和

た

わ

川が
わ

※10

か
ら
畑は

た

川が
わ

ま
で
だ
ど
。
そ
の
証
拠

し
ょ
う
こ

に
は
、
昔
こ
こ

む
か
し

の
南
の

み
な
み

赤あ
か

ひ
そ
山や

ま

の
小こ

さ
さ
ら
石い

し

ど
い
う
所
で

と
こ
ろ

、
銅
屋

ど

う

や

建た

て
て
鉄て

つ

ふ
い
で
い
た
し
、
ほ
の
跡あ

と

は
今い

ま

で
も
残の

こ

っ
で
て
、
子
孫

し

そ

ん

も
住す

ん
で
る
。
ほ
れ
が

ら
、
竹た

け

の
縊く

び

り
ど
い
う
ど
こ
さ
、
鷹た

か

の
巣す

が
あ
っ
て
な
、
ほ
ご
で
巣す

下お
ろ

し
し
て

は
、
会
津

あ

い

づ

の
御お

ん

鷹た
か

師し

※11

さ
差さ

し
上あ

げ
て
い
た
ん
だ
が
ら
、
ま
ぢ
げ
え
ね
」 

ま
た
、
相
馬
藩

そ

う

ま
は

ん

側が
わ

で
は
、 

「
い
や
、
ほ
う
で
は
ね
え
。
境
は

さ
か
い

前ま
え

が
ら
、
平
七

へ
い
し
ち

峰み
ね

か
ら
絵
馬
ケ
鼻

え

ま

が

は

な

ま
で
で
、
雨

が
降ふ

っ
て
西
に
流な

が

れ
る
所
は
三
春
領

み
は
る
り
ょ
う

、
東
に
流
れ
る
所
は
相
馬
領

そ
う
ま
り
ょ
う

と
決き

ま
っ
て

る
。
小
さ
さ
ら
石
で
鉄
ふ
い
で
い
だ
と
い
う
が
、
こ
れ
は
野
上
村

の

が

み
む

ら

の
者も

ん

が
永
楽

え
い
ら
く

銭せ
ん

※12

三
百
枚

さ
ん
び
ゃ
く
ま
い

と
っ
て
鉄
ふ
か
せ
て
い
だ
ん
で
、
古
道

ふ
る
み
ち

の
者も

ん

が
や
っ
て
い
た
ん
で
は
ね

え
」
と
か
、 

「
こ
の
山や

ま

が
ら
鷹た

か

の
巣す

は
と
っ
た
ご
ど
ね
え
」
と
言い

っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
う
や
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
言い

い
合あ

っ
て
い
て
ら
ち
が
明あ

か
ず
、
と
う
と
う

江
戸

え

ど

奉
行

ぶ
ぎ
ょ
う

に
訴
え
る

う
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
ら
、
今
度

こ

ん

ど

は
江
戸
表

え

ど

お
も

て

の
役
人

や
く
に
ん

が
現
場

げ

ん

ば

に
検け

ん

視し

※13

に
来こ

ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
検
視
の
役
人
様さ

ま

の
御
一
行

ご

い

っ
こ

う

は
、
百
人
も

ひ
ゃ
く
に
ん

の
供と

も

を
連つ

れ
た
大お

お

が
か
り
な
も
の

だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

そ
う
し
て
、
両
方
の

り
ょ
う
ほ
う

藩は
ん

に
公
平

こ
う
へ
い

に
な
る
よ
う
に
と
、
宿や

ど

の
こ
と
か
ら
、
茶
菓
子

ち

ゃ

が

し

の
果は

て
ま
で
取と

り
決き

め
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

元
禄

げ
ん
ろ
く

十
二
年
の
三
月
、
い
よ
い
よ
検
視

け

ん

し

の
御
一
行

ご

い

っ
こ

う

様さ
ま

が
来こ

ら
れ
ま
し
た
。
ま

ず
、
野
上
村

の

が

み
む

ら

の
玉た

ま

の
湯ゆ

※14

に
到
着
さ

と
う
ち
ゃ
く

れ
、
次つ

ぎ

の
日ひ

か
ら
山や

ま

検
分

け
ん
ぶ
ん

に
か
か
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
そ
れ
は
大お

お

が
か
り
な
も
の
で
、
山
に
入は

い

っ
て
十
日

と

お

か

く
ら
い
か
か
っ
た

そ
う
で
す
。 

や
が
て
、
検
分

け
ん
ぶ
ん

は
終お

わ
っ
て
、
御
一
行

ご

い

っ
こ

う

は
会
津

あ

い

づ

方
面

ほ
う
め
ん

に
向む

か
っ
て
行い

か
れ
ま
し

た
。 そ

の
年と

し

の
八
月
、
三
春
藩
と
相
馬
藩
の
百
姓
ら

ひ
ゃ
く
し
ょ
う

は
、
江
戸
の
評

定

所

ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し
ょ

※15

に
召め

し
出だ

さ
れ
、
判
決

は
ん
け
つ

が
下く

だ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

「
論
山
争
い

ろ
ん
ざ
ん
あ
ら
そ

の
一
件

い
っ
け
ん

に
関か

ん

し
、
判
決
を
申も

う

し
渡わ

た

す
。
相
馬
藩

そ

う

ま
は

ん

の
百

姓

ひ
ゃ
く
し
ょ
う

作さ
く

太
夫

だ

ゆ

う

ら
七
名

し
ち
め
い

の
言い

い
分ぶ

ん

を
認み

と

め
る
。
三
春
藩

み

は

る
は

ん

の
百
姓
、
十
三
郎
ら

じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
名め

い

は
敗
訴

は

い

そ

と
す

る
」 こ

う
し
て
三
春
藩
は
負ま

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
三
春
藩
で
は
吉
野

よ

し

の

田
和

た

わ

窪く
ぼ

の
境
も
無な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
度

こ

ん

ど

は
磐
城
平
藩

い
わ
き
た
い
ら
は
ん

※16

の
川
内
村

か
わ
う
ち
む
ら

と
の
訴
訟

そ
し
ょ
う

も
起お

き
て
し
ま
い
、
こ
れ
も
敗
訴

は

い

そ

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

い
ろ
い
ろ
と
訴
訟

そ
し
ょ
う

問
題

も
ん
だ
い

に
力
を

ち
か
ら

尽つ

く
し
て
き
た
名
主

な

ぬ

し

の
十
三
郎
は

じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

、
と
う
と
う

江
戸

え

ど

で
切
腹

せ
っ
ぷ
く

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
ん
と
も
む
ご
い
こ
と
で
す
が
、
判
決

は
ん
け
つ

に
は

文
句

も

ん

く

も
言い

え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
れ
か
ら
相
馬
藩
で
は
、
評
定
所
に
出
向

で

む

い
た
下
野
上
村

し
も
の
が
み
む
ら

の
熊く

ま

三
郎
エ
門

さ
ぶ
ろ
う
え
も
ん

、

大
川
原
村

お
お
が
わ
ら
む
ら

の
石
田

い

し

だ

十
右
エ
門

じ

ゅ

う

え

も

ん

、
熊
村

く
ま
む
ら

の
佐
藤
善
次

さ

と

う

ぜ

ん

じ

、
大
川
原
村
の
志
賀

し

が

治
右
エ
門

じ

え

も

ん

、
野
上
村

の

が

み
む

ら

の
七
左
エ
門

し

ち

ざ

え

も

ん

ら
ほ
か
名
主

な

ぬ

し

、
組
頭
八
人

く
み
が
し
ら

に
ご
褒
美

ほ

う

び

を
下く

だ

さ
っ

た
そ
う
で
す
。 

そ
れ
に
、
大
川
原
村
の
村
人

む
ら
び
と

は
、
こ
の
論
山
事
件

ろ
ん
ざ
ん
じ
け
ん

に
一
丸

い
ち
が
ん

と
な
っ
て
尽
力
し

じ
ん
り
ょ
く

た

と
い
う
こ
と
で
、
相
馬
藩
か
ら
特
別

と
く
べ
つ

に
百
五
十
六
町
歩

ち
ょ
う
ぶ

※17

の
集
落

し
ゅ
う
ら
く

共
有

き
ょ
う
ゆ
う

林り
ん

を
い

た
だ
い
た
の
で
し
た
。 

こ
の
事
件
が
あ
っ
て
か
ら
、
大
川
原
の
名
主

な

ぬ

し

の
石
田

い

し

だ

十
右
エ
門

じ

ゅ

う

え

も

ん

の
家い

え

で
は
、

毎
年

ま
い
と
し

、
秋あ

き

の
収
穫
が

し
ゅ
う
か
く

終お

わ
っ
た
後あ

と

に
、
「
論
山
祭
」

ろ
ん
ざ
ん
ま
つ
り

と
い
う
祭ま

つ

り
ご
と
を
や
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。 

事
件
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
の
子
孫

し

そ

ん

を
招
待
し

し
ょ
う
た
い

て
、
村
の
氏
神

う
じ
が
み

様さ
ま

に
参
拝

さ
ん
ぱ
い

し

て
、
ご
先
祖

せ

ん

ぞ

様さ
ま

へ
の
感
謝

か
ん
し
ゃ

と
供
養

く

よ

う

を
行
い

お
こ
な

、
さ
ら
に
そ
の
時
に
は
、
切
腹

せ
っ
ぷ
く

し
た
古

道
村
の
十
三
郎
の

じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

子
孫
も
招ま

ね

き
、
一
緒

い
っ
し
ょ

に
供
養
し
た
そ
う
で
す
。 

 

『
お
お
く
ま
の
民
話
』
（
二
〇
〇
七
年 

大
熊
町
図
書
館
発
行
）
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
一
部
改
変
） 

 

※
１ 

江
戸
時
代
に
大
熊
町
を
含
め
た
浜
通
り
北
部
を
治
め
て
い
た
藩 

※
２ 

江
戸
時
代
に
主
に
田
村
郡
域
を
治
め
て
い
た
藩 

※
３ 

現
在
の
田
村
市
都
路
町
古
道 

※
４ 

江
戸
時
代
の
村
の
役
人 

※
５ 

現
在
の
浪
江
町
小
丸
字
畑
川 

※
６ 

現
在
の
浪
江
町
請
戸
漁
港 

※
７ 

現
在
の
相
馬
市
中
村
、
藩
主
相
馬
氏
の
居
城
中
村
城
が
あ
っ
た 

※
８ 

江
戸
幕
府
の
事
務
を
執
り
行
う
役
所 

※
９ 

山
論
の
こ
と
、
山
の
利
用
権
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
争
い 

※
10

現
在
の
川
内
村
下
川
内
字
吉
野
田
和 

※
11

鷹
匠
を
尊
ん
だ
呼
び
方 

※
12

江
戸
時
代
初
頭
ま
で
流
通
し
て
い
た
貨
幣 

※
13

現
地
調
査 

※
14

現
在
の
大
熊
町
野
上
字
湯
の
神
に
あ
る
温
泉 

※
15

江
戸
時
代
の
最
高
裁
判
所 

※
16

江
戸
時
代
に
浜
通
り
南
部
（
富
岡
町
以
南
）
を
治
め
て
い
た
藩 

※
17

約
一
．
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
京
ド
ー
ム33

個
分 








